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巻頭言

「株 式 会 社」基 礎 研 究 所 の 講

㈱ A T R 光 電 波 通 信 研 究 所

代表取締役社長 猪 股 英 行

私は、 本年(平成 5 年 )  6 月 に 、  何等かの緑によって、 国立研究機関の一つである郵政省通信総合

研究所を辞し、A T R光電波通信研究所の古演社長のあとを継ぐことになった。研究を大別すれば、

その内容から確かに基礎的なものと応用的なものがある。 特 定 の 機 能 を 提 供 す る 製 品 と し て ま と め

上げるために必要な応用研究は企業(株式会社)の研究所が、 また、 例 え ば 、  或 る 材 料 に 着 目 し て 、

その組成と特性の関係を徹底的に解明するとぃうような基礎研究は公的研究機関(国立研究機関や

大 学 ) が 行 う も の と 理 解 し て ぃ た 。  従 つ て 、  “ 字 宙 か ら 個 人 に 至 る 通 信 の ネ ッ ト ヮー ク 化 ” を キ ャ ッ

チ フ レ ー ズ に 、  それを実現するのに必要な要素技術の幾つかを取り上げ、 それらに関する基礎研究

を 行 う と ぃ う 当 所 が 、  本来、 上ヒ較的短期間での営利を目的とする「株 式 会 社 」 の 形 で 既 に 7 年 間 運 営

され、 し か も 数 々 の 成 果 を 上 げ て い る こ と に 極 め て 素 朴 な 戸 惑 い を 覚 え た 。

そ の 謎 を 私 な り に 考 え る と 以 下 の こ と に 思 い 至 る 。 第 一 に 、  当所の資本金の7割が国から出てお

り 、  当所の基本的な性格は公的研究機関のそれである。第二に、 当所の研究者の多くは、当所の設

立趣旨に呼応して、 残 り 3割の資金を出資する多くの企業(N T T 、  K D  D 、  N H K 等 を 含 む ) か ら

の 出 向 者 で あ る 。  い ず れ の 企 業 も 優 秀 な 、  あ る ぃ は 有 望 な 者 手 研 究 者 を 派 造 し て く れ て お り 、  彼 等

は 3 年 程 度 の 出 向 期 間 を 活 用 し よ う と ぃ う 十 分 な 意 欲 を 有 し て い る 。 第 三 に 、  当 所 の ミ ッ シ ョ ン ラ

イ フ タ イ ム が 1 0 年 間 と 限 ら れ て ぃ る こ と か ら 、 研 究 を 進 め ・ ま と め ・ 発 表 す る と ぃ う サ イ ク ル を

効 率 良 く こ な さ な け れ ば な ら な ぃ 宿 命 を 帯 び て お り 、  それを容易にする研究環境を備えてぃること

で あ る 。

当所では、 大 き な イ ベ ン ト の一つ と し て 、  全ての研究者が参加することを原則とする研究討論会

を 実 施 し て お り 、 最 近 で は 、 7 月 末 の 正 味 2日間にわたって行つた。日頃は、 3研究室7研究グルー

ブの構成で活動してぃるので、 研究者間の交流はそれぞれが所属するグループ 内 が 主 と な る が 、  こ

の 討 論 会 を 通 じ て 交 流 の 輪 が さ ら に 所 全 体 に 広 が る 。  外 国 人 研 究 者 を 含 む 様 々 な 出 向 元 の カ ル

チ ャ ーを 身 に 付 け た 人 々 と 接 触 で き る こ と に よ っ て 、  研 究 の 進 め 方 や 取 り 組 み 方 の 面 は も と よ り 人

間 性 の 面 で も 磨 か れ る こ と は 、  復帰後に、 得 が た い 貴 重 な 財 産 と な っ て い る は ず で あ る 。

研 究 は 人 ・ 金 ・ 物 と 言 わ れ る が 、  当 所 の 特 徴 は 、 結 果 と し て 、 か な り 効 率 良 く 人 ・ 金 ・ 物 ( 研 究

施 設 ) を 結 集 し 、 研 究 を 効 率 良 く 進 め る 環 境 を 備 え て い る こ と に あ る 。  も ち ろ ん 自 然 に で き た わ け

で は な く 、 多 く の 先 人 の 深 い 洞 察 と 強 い 意 志 に 依 つ て い る 。 1 0 年 間 に 研 究 開 発 さ れ る 多 く の 要 素

技術に関する基礎研究の成果に加え、 当所に出向した人材が大きく育つことを考え合わせ、 その間

の投資額を上回る効果があったと言平価される日が、 そ れ ほ ど 遠 く な ぃ う ち に 来 る と 確 信 し て ぃ る 。

引 き 続 き 、  関 係 者 の ご 理 解 、  ご支援をぉ願いする次第である。
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研究動向紹介

絵でプログラム
一 ア ニ メ で 確 認 一

ATR通信システム研究所
通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア 研 究 室

高 見 - 正

1. は じ め に

パ ソ コ ン 通 信 、  銀 行 の オ ン ラ イ ン シ ス テ ム な

ど の 各 種 の 通 信 サ ー ビスが身近に提供されてぃ

ます。高度情報社会の急速な進展に伴い、通信

サー ビスへの要求も、 よ り 高 機 能 で 、  よ り 便 利

なものが常に求められています。

こ の よ う な 通 信 サー ビ ス は 主 に ソ フ ト ゥ ェ ア

により実現されてぃます。これまでは、通信サー

ビ ス を 実 現 す る ソ フ ト ゥ ェ ア の 開 発 は 通 信 シ ス

テムに関して専門的な知識を持つた設計者が利

用 者 の 要 望 を 分 析 ・ 理 解 し な が ら 行 つ て き ま し

た。 し か し 、 多 様 な サー ビスを早期に開発する

ためには、 サー ビス開発者の要求を迅速・正確

に 獲 得 し て 品 質 の 良 い ソ フ ト ゥ ェ ア を 開 発 す る

必 要 が あ り ま す 。 サー ビス開発者の範囲は今後

益々拡大され、 サー ビ ス を 実 現 す る ソ フ ト ゥ ェ

ア の 設 計 に は 直 接 か か わ ら な ぃ サ ー ビス開発者

(以下このような設計者を非専門家と呼びます)

が 增 加 す る こ と が 予 想 さ れ ま す 。  こ の よ う な 例

は、 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ネ ッ ト ヮー ク に お け る

ユー ザ に よ る サー ビスカスタマイズに見られま

す 〔 1 〕 。

ATR通信システム研究所では、 非 専 門 家 で

も サ ー ビスの要求仕様が記述できるような仕様

記 述 法 と ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 の 自 動 化 を 目 指 し た

研 究 を 行 つ て い ま す  〔 2 〕 。  本11高では、 特 に 非

専門家による仕様記述を支援する視覚的なプロ

グラミング環境に関する研究を紹介します。

2 .  非専門家による仕様記述

非専門家は、通信サー ビ ス が ど の よ う に し て

実 現 さ れ て い る か に つ い て は あ ま り 興 味 を 持 つ

1)空(A) ォフフック(A): 発信書(A)

( idle(A)o常hoook(A): dial-tone(A) )

2 )発信書(A) ,空(B)

ダイヤル(A,B):呼返音(A,B) . 呼出音(B,A)

(dia1-tone(A),1dle(B) )
dial(A,B):ringback(A,B),ringing(B,A)

3)呼返音lA,B),呼出音(B,A)
オフフック(B):通話中(A,B),通話中(B,A)

( ringbaok(A,B),ringing(B,A) )
offhook(B):path(A,B) . path(B,A)

図 1  STRによるサー ビス記述例

て ぃ ま せ ん 。  非 専 門 家 に よ る サー ビ ス 仕 様111已述

を 可 能 と す る た め に は 、  利 用 者 の ネノ冕 点 か ら の 仕

様 記 述 法 を 考 え る 必 要 が あ り ま す 。 通 信 サー ビ

ス 仕 様 記 述 言 語 と し て 、  A T R 通 信 シ ス テ ム 研

究 所 で は 状 態 邏 移 規 則 言 語 ( S T R )  を 研 究 し て

い ま す 〔 3 〕 。  S T R は 、 通 信 シ ス テ ム を ブ ラ ッ

ク ポ ッ ク ス と し て モ デ ル 化 し 、 端 末 の 状 態 ( 例

え ば 、  電 請 機 が 呼 び 出 し 普 に よ り 呼 び だ さ れ て

い る 状 態 ) と 利 用 者 の 動 作 ( 例 え ば 、  受 話 器 を 上

げ る 動 作 が あ り 、 こ ら れ を イ ベ ン ト と 呼 び ま す )

に 基 づ い て サー ビ ス 仕 様 を 記 述 す る 言 語 で す 。

S T R に よ る サー ピ ス 記 述 例 を 図 1 に 示 し ま す 。

S T R に よ る サー ビ ス の 1つ の 記 述 文 は 、 現 状

態 記 述 、  イ ベ ン ト 記 述 及 び 次 状 態 記 述 に よ り 構

成 さ れ ま す 。  こ の 構 成 に 基 づ き 、 複 数 の 文 を 記

述 す る こ と に よ り 1 つ の サー ビス仕様が言已述さ

れ ま す 。 図 1 の サー ビ ス 動 作 は 、 以 下 の 通 信 の

状 況 を 示 し て ぃ ま す 。

1 ) 利 用 者 A が 利 用 者 B と 通 話 す る た め に 、  受 話

器 を 上 げ ( o f f h o o k ) 、  受 信 音 ( d i a 1 - t o n e ) を

間 い て い る 状 況 。

2 ) 利 用 者 A が 利 用 者 B に ダ イ ャ ル し 、  利 用 者 B

が 呼 出 音 ( r i n g i n g ) に よ り 呼 び 出 さ れ 、 利 用

一 2 -
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図 2  通信の状況(図1の記述例に対応)

者 A に は 呼 び 返 し 音 ( r i n g b a c k ) が 聞 こ え て

い る 状 況 。

3 ) 利 用 者 B が 受 話 器 を 上 げ ( o f f h o o k ) て 応 答

す る と 、 通 話 ( p a t h ) で き る 状 況 。

上 記 の 通 信 状 況 を 視 覚 的 に 表 現 す る と 図 2 の

よ う に な り ま す 。 人 間 が 、 特 に 非 専 門 家 が 自 分

の 実 現 し た ぃ サー ビ ス を イ メ ー ジ と し て 浮 か べ

る の は 、  図 2 の よ う な 利 用 者 を 中 心 と し た 直 感

的 な 表 現 で あ る と 思 わ れ ま す 。  サー ピ ス が 複 雑

に な り 、 端 末 数 、 記 述 量 が 増 え る と テ キ ス ト 形

式 に よ る 仕 様 記 述 は 非 常 に 困 難 と な り 、  ま た 書

か れ た 仕 様 か ら 動 的 な サー ビ ス の 振 る 舞 い を 理

解 す る の も 難 し く な り ま す 。

非 専 門 家 に よ る こ の よ う な 通 信 サー ビ ス 要 求

仕 様 の 記 述 を 支 1 援 す る た め 、  直 感 的 な 仕 様 記 述

法 と し て 絵 に よ る プ ロ グ ラ ミ ン グ 手 法 と 記 述 し

た サ ー ビ ス 仕 様 の 動 的 な 振 る 舞 い を ア ニ メ ー

シ ョ ン 表 示 し 、 確 認 で き る 手 法 に つ い て 、 以 下

の 章 で 説 明 し ま す 。

3 .  絵 で プ ロ グ ラ ム 〔 4 )

利 用 者 の 視 点 か ら の 端 末 の 状 態 と イ ベ ン ト に

よ る サー ピ ス 記 述 に お い て 、  状 態 と イ ベ ン ト の

図 的 な 表 現 法 は 、 表 1 に 示 す よ う に そ れ ぞ れ 2

つ の タ イ プ に 分 類 で き ま す 。 即 ち 、 着 目 す る 端

末 だ け の 状 態 の 表 し 方 と 着 目 す る 端 末 の 状 態 が

表1 端末状態とイぺントの図的表現法

図的表現 説明

状

態

8
端末識別子

状態

着豊する端末

だけの状態

他の蟻末と関連が

ある場合の法8 す る

端末の状態

着目する端末だけに

関 す る イ ぺ ン ト

't:置i 状態» ?
端末識別子 端末識別子

イ
ぺ

ン
ト

イ ぺ ン ト :

圈
端末識別子

種一笹
端末識別子端末識別子

他の端末と関連ある

慧国する端末からの

入力イぺント

他 の も う  1 つ の 端 末 と 関 連 し て い る こ と を 示 す

表 し 方 で す 。  ま た 、  イ ベ ン ト に つ い て も 同 様 に

着 目 す る 端 末 だ け に 関 す る イ ベ ン ト の 表 し 方 と

着 目 す る 端 末 か ら 入 力 さ れ た イ ベ ン ト が そ の 関

連 す る 端 末 の 状 態 を も 変 化 さ せ る イ ベ ン ト で あ

る こ と 示 す 表 し 方 で す 。

図 的 な サー ビ ス 記 述 は 、  表 1 の 図 的 表 現 法 を

組 み 合 わ せ て 行 い ま す 。  こ の よ う な 図 的 サー ビ

ス 記 述 を 支 援 す る ッール と し て 、  図 3に 示 す よ

う な S T R 図 形 エ デ ィ タ を 開 発 し ま し た 。  S T R

図 形 エ デ ィ タ は 、 現 状 態 と イ ぺ ン ト を 記 述 す る

ウ イ ン ド と 次 状 態 を 記 述 す る ウ イ ン ド に 分 割 さ

れ て ぃ ま す 。 サー ビ ス の 記 述 は 次 の よ う に し て

行 い ま す 。  ま ず 、  サー ビ ス 記 述 に 必 要 な 端 末 数

を 配 置 し ま す 。  図 3 の 左 側 の ウ イ ン ド に は 各 端

末 の 遥 移 前 の 状 態 と 端 末 間 の 関 係 及 び イ ベ ン ト

を 言 已 述 し ま す 。 ま た 図 3 の 右 側 の ウ イ ン ド に は 、

各 端 末 の 邏 移 後 の 状 態 と 各 端 末 間 の 関 係 を 記 述

し ま す 。 記 述 終 了 後 、 テ キ ス ト 形 式 へ の 変 換 オ ー

ダ を 起 動 す る こ と に よ り シ ス テ ム が 自 動 的 に

S T R の テ キ ス ト 形 式 に 変 換 し ま す 。  こ の よ う

な サー ビ ス の 1 つ の 状 態 遥 移 毎 の 記 述 を 繰 り 返

し な が ら サー ピ ス を 記 述 し て ぃ き ま す 。

図 3 は 以 下 の よ う な 4 つ の 端 末 か ら な る サー

ビ ス の 状 態 1 藝 移 の 1 つ を 記 述 し た も の で す 。
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0 テキス ト形式への変換

dia1-tone(A),palh(B,D),path(D,B),m -ofv(B,C),idle(0),m-cw(B) dial(A,B):
ringback(A .C) . r-path(A,C) . ringing(C,A),m -cfv(B,C).m-ow(B) . path(B,D),path(D,B)

現状態は端未Bが話中呼び出し(m -cvv)と端末0への着信転送(m-cfv)サ ー ビスを契約してぉり、 錯東Dと通話状態(path)

において、 端末Aから端末Bにダイヤルイぺント(dial:)が入力された状況を示してぃます。

次状態は端末Bの慧信転送(m-cfv)サー ビスが起動され、 端末Aからの呼びは端末Cに転送された状況を示してぃます。

図 3  図形エ デ ィ タ の 画 面 例- 現 状 態  : 端 末 B が 話 中 呼 び 出 し ( m-c w )  と 端

末 C へ の 着 信 転 送 ( m-c f v ) サー ビ ス を 契 約

し て お り 、 端 末 D と 通 話 状 態 ( p a t h ) に お ぃ

て 、 端 末 A か ら 端 末 B に ダ イ ャ ル イ べ ン ト

( d i a 1 : ) が 入 力 さ れ た 状 況 を 示 し て ぃ ま す 。

・ 次 状 態 : 端 末 B の 着 信 転 送 サー ビ ス が 起 動 さ

れ 端 末 A か ら の 呼 び は 端 末 C に 転 送 さ れ た

状 況 を 示 し て ぃ ま す 。

こ の よ う な 図 形 記 述 を テ キ ス ト 形 式 に 変 換 す

る と 図 3 に 示 す よ う な 長 い 記 述 と な り ま す 。 図

形 記 述 法 は 、  こ の よ う に 端 末 数 が 多 く な っ て も

テ キ ス ト 形 式 に よ る 記 述 よ り は 端 末 間 の 関 係 が

把 握 し 易 く 、  直 感 的 に 記 述 で き る こ と が 分 か り

ま す 。

4 .  ア ニ メ で 確 認 〔 4 〕

記 述 し た サー ビ ス の 動 的 な 振 る 舞 い の 正 当 性

の 確 認 を 支 援 す る た め 、  S T R を テ キ ス ト 形 式

に 変 換 し た ルール ( 以 下 ルール と 国各します) を

逐 次 解 釈 実 行 し て 、  端 末 の 状 態 と そ れ ら の 関 係

を 視 覚 的 及 び 動 的 に 表 示 す る 手 法 を 開 発 し ま し

た 。  本 手 法 の 概 要 を 図 4 に 示 し ま す 。

1 ) 設 計 者 は 、  サー ビ ス の シ ミ ュ レー シ ョ ン に 必

要 な 端 末 を 画 面 に 配 置 し サー ビ ス の 初 期 状 態

を 作 成 し ま す 。

2 ) そ の 初 期 状 態 に 対 し て 、  シ ス テ ム 力 適 用 可 能

な ルール を サーチ し 、  見 つ け た ルール に 記 述

さ れ て ぃ る イ ベ ン ト を 表f1-'します。設計一者が、

そ の イ ベ ン ト を 選 択 す る と ルー ル が 通 用 さ

れ 、  次 状 態 が 生 成 さ れ ま す 。

3 ) 生 成 さ れ た 次 状 態 を 絵 ア イ コ ン に 変 換 し て 画

面 に 表 示 し ま す 。

f、L 上 の 2 ) 、  3 ) を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 記 述 し

た サー ピ ス 動 作 を ア ニ メ ー シ ョ ン 表 示 し て ぃ き

ま す 。

絵 ア イ コ ン の 極 現 11 と し て は 、  既 存 の 電 話 サー

ピ ス の 仕 様 〔 5 〕  を 分 析 し、 5 つ の 電 話 機 の 状

次のサー ビス状態

図 4  ァニ メ ー ション表現法
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態 を 表 す ァ イ  コ ン と 3 つ の 電 話'機 間 の 関 係 を 表

す 矢 印 を 抽 出 し ま し た 。 電 話 ア イ コ ン は 、  ま ず

受 話 器 が 上 が っ て ぃ る か い な ぃ か に よ り 2 つ の

タ イ プ に 分 類 し ま し た 。 更 に 、  受 話 器 が 上 が っ

て ぃ な ぃ 状 態 と し て 、  空 き 状 態 と 呼 び 出 し 状 態

を 区 別 す る た め そ れ ぞ れ の ア イ コ ン を 規 定 し ま

し た 。  ま た 受 話 器 が 上 が っ て ぃ る 状 態 と し て 、

通 話 状 態 、  通 話 中 で の 呼 出 状 態 、  通 話 中 以 外 で

受 話 器 が 上 が っ て ぃ る 状 態 、  の 3 つ の タ イ プ の

ア イ コ ン に 分 類 し ま し た 。 矢 印 は 相 手 を 呼 び 出

し て い る 端 末 間 の 関 係、 通 話 中 を 示 す 端 末 間 の

関 係 及 び 電 話 が 保 留 さ れ て ぃ る 端 末 間 の 関 係 を

区 別 す る た め 3 つ の タ イ ブ に 分 類 し ま し た 。

サー ビ ス の ア ニ メ ー シ ョ ン 表 示 は 、  こ れ ら の 絵

ア イ コ ン を 組 み 合 わ せ て 行 い ま す 。

こ の よ う な 考 え 方 を 基 に ビ ジ ュ ア ル イ ン タ プ

リ タ を 試 作 し ま し た 。 図 5 に そ の 画 面 例 を 示 し

ま す 。  ビ ジ ュ ア ル イ ン タ プ リ タ で 逐 次 実 行 さ せ

そ の 経 過 を 図 的 に 表 示 さ せ る こ と に よ り 、  サー

ピ ス の 動 作 が 視 覚 的 に 確 認 で き ま す 。

3 章 で 紹 介 し た 図 形 エ デ ィ タ と ビ ジ ュ ア ル イ

ン タ プ リ タ か ら な る ビ ジ ュ ア ル プ ロ グ ラ ミ ン グ

シ ス テ ム を 使 つ て 、  こ れ ま で に 既 存 電 話 サ ー ビ

ス 〔 5 〕  の 2 8 種 類 に っ い て 記 述 実 験 を 行 い シ

ス テ ム の 機 能 を 確 認 し ま し た 。

(a)は選択可能なイぺントを表わしています。

5つの電話アイコンと3つの矢印を組み合わせてァニメ表示します,

図 5  ビジ ュ ア ル イ ン タ プ リ タ の 画 面 例

5. お わ り に

通 信 シ ス テ ム 研 究 所 で 行 つ て ぃ る 通 信 サー ビ

ス の 視 覚 的 手 法 を 用 い た 仕 様 記 述 支 援 法 に つ い

て 紹 介 し ま し た 。 現 在 、 通 信 サー ビ ス 仕 様 記 述

者 の 非 専 門 家へ の 拡 大 が 更 に 図 れ る よ う に 、  日

本 語 に よ る 記 述 ガ イ ド 機 能 等 にっい て 研 究 を

行 つ て ぃ ま す 。  ま た 、  記 述 し た 要 求 仕 様 か ら 通

信 サー ビ ス ソ フ ト ゥ ェ ア を 自 動 生 成 す る 研 究 も

進 め て ぃ ま す 。  今 後 も 、  通 信 シ ス テ ム に 関 す る

専 門 的 な 知 識 を 持 た な ぃ 非 専 門 家 で も 通 信 サー

ビ ス の 仕 様 を 記 述 で き 、  そ の サー ビ ス を 実 現 す

る ソ フ ト ウ ェ ア の 自 動 生 成 の 夢 を 実 現 す る 技 術

に つ い て 研 究 を 重 ね て 行 く 予 定 で す る 。
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研究動向紹介

「今は観光シ ー ズンなのでホテルの予約はなかなか取れなぃと思い ます」

こんな文を瞬時に細訳できますか ?
㈱ A T  R音声翻訳通信研究所

第三研究室

大 井 耕 三
隅 田 英一郎

1 . は じ め に

「 日 本 語 で 語 す と 瞬 時 に 英 語 の 音 声 に な っ た

ら 」 と 思 つ た こ と は あ り ま せ ん か 。 そ ん な 夢 を

実現する音声翻3訳システムを作るためには、 高

品質な翻訳文を生成する技術に加えて、 E瞬時に

翻 訳 す る 技 術 も 大 切 な 要 素 と な り ま す 。

A T  R音声翻訳通信研究所では、音声翻訳に

有望な手法と し て 、  翻3訳の用例を利用する翻3訳

手 法 の 研 究 を 進 め て ぃ ま す 。 さ ら に 、 超 並 列 計

算 機 を 活 用 し て 実 時 間 の 音 声 翻 訳 の 実 現 法 を

探 つ て い ま す 。

2, 用例主導の翻訳

2 .1  経験的知識の利用

翻 訳 の 用 例 を 利 用 す る と ぃ う こ と は 、 経 験 的

な 知 識 を 生 か し て 翻 訳 す る こ と で あ り 、  こ の 翻

訳手法を、 私たちは用例主導の翻訳手法と呼ん

でいます。本手法を例をあげて説明しましょう。

日本語から英語への翻訳をあまり経驗したこと

の な ぃ 人 が タ イ  トルに示した例文を英文に翻訳

し よ う と す る と き 、  「 ̃ は ̃ だ ( な ) 」 、 「 ̃の で

̃ 」 、 「 ̃の ̃ 」 な ど の 表 現 を ど ん な 英 語 表 現 に

す れ ば よ ぃ か 迷 つ て し ま う か も し れ ま せ ん 。 で

も、翻訳の経験が豊富な人なら、以前に「ホテル

の 手 配 」 を「arrangement f o r  ho t e l r ooms」

と 翻 訳 し た 経 験 が あ り 、 「ホ テ ル の 予 約 」 が 「ホ

テ ル の 手 配 」  に 似 て い る と 判 断 で き れ ば 、  こ れ

を ま ね て  「reservation f o r  ho t e l r o oms」

と 翻 訳 で き る で し ょ う 。 そ の 他 の 表 現 に 対 し て

も同様に翻訳し、 これらを組み合わせて英文を

作 る こ と が で き る で し ょ う 。 用 例 主 導 の 翻 訳 手

法では、 この例で示したような経験的な知識の

こ と を 用 例 ( 原 文 と そ の 訳 文 の 対 ) と 呼 ん で お

り 、 この用例の中から翻訳すべき表現に似た用

例を探しその用例を使つて翻訳します。 用例を

豐富に備えた人ほど高品質な訳文を容易に作り

出 せ る と 思 わ れ ま す の で 、  本手法では大量の用

例 を 用 意 す る こ と に よ り 、 細 か い 表 現 の 差 を と

ら え た 質 の 良 い 訳 文 を 容 易 に 作 り 出 せ る だ ろ う

と 考 え ら れ ま す 。

2 . 2 用 例 検 索 と そ の コ ス ト

翻訳を聯時に行うには、大量の用例の中から、

翻 訳 し た い 表 現 ( 入 力 ) と 同 じ 用 例 も し く は 最 も

似 て ぃ る 用 例 を 瞬 時 に 検 索 す る こ と ( 用 例 検 索 )

が 必 要 で す 。 タ イ ト ル の 例 文 の よ う に 、 文 中 に

含まれる表現が多いほど用例検索の回数もそれ

だけ增えますので、 この用例検索を瞬時に行う

方法を工夫する必要があります。用例検索では、

まず入力と同じ用例を探します(一致検索)。 入

力と同じ用例がなければ、 最 も 似 て い る 用 例 を

見つけます(類似検索)。 類似検索では、 入力と

用例との間の類似性を表す尺度が必要です。 A

T R音声翻訳通信研究所では、 入 力 と 用 例 と の

間の意味的な類似性を表す 「 距 離 」  と ぃ う 尺 度

を定義し用いています〔1〕。

こ こ で 計 算 機 を 使 つ た 用 例 検 索 の コ ス ト に つ

い て 考 え て み ま し ょ う 。 パーソ ナ ル コ ン ピ ュ ー

タ や ヮー ク ス テーシ ョ ン な ど の 現 在一般的に利

用されてぃる計算機は、 プ ロ グ ラ ム の 命 令 を 順

番 に 処 理 し て ぃ く タ イ プ の も の で、 逐次計算機

と呼ばれています。 逐次計算機は、 大量のデー

タ を 記 憶 す る こ と は 可 能 で す し、 一致検索に限
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れ ば ハ ツ シ ュ 法 と ぃ う 手 法 を 使 う  こ と に よ り 大

量の用例に対する検索が瞬時にできます。 しか

し、類似検索に対しては、各々の用例を順番に参

照 し な が ら 入 力 と の 距 離 を 計 算 し そ の 中 か ら 最

も類似した用例を取り出す必要があり、一致検

索 の 何 倍 も の 時 間 が か か り ま す 。  そ こ で 、  用例

の 数 を 増 や し て 翻 訳 の 質 を 向 上 さ せ よ う と す る

と 、  類似検索の時間が增大してぃきます。 従 つ

て 、  実時間の翻訳の実現には従来の技術を越え

た高速化手法が必要です。そこで、この高速化手

法 と  して超並列計算機を活用した超並列化を実

証 的 に 研 究 し て い ま す 。

3. 超並列計算機による高連用例検索

a列 計 算 機 と は 、  非常に多くの計算を並列

に 処 理 で き る よ う に 大 量 の プ ロ セ ッ サ で 構 成 さ

れ た 計 算 機 と 言 え る で し ょ う 。  超並列計算機を

使えば、 逐次計算機で行つてぃた処理を大幅に

高 速 化 で き る 可 能 性 が あ り ま す 。 例 え ば 、

1000個の計算を並列に処理できれば、 単 純 に

考 え る  と逐次計算機に比べて最大1000倍高速

化 で き る こ と に な り ま す 。  し か し 、 プ ロ セ ッ サ

間 で の 通 信 な ど の 影 響 を 考 慮 し て お く こ と が 必

要です。 私 た ち は 、  この超並列計算機を使つて

2 .2節で説明した用例検索を高速に行う手法の

研 究 を 進 め て い ま す 。 そ の 手 法 を 実 現 す る た め

に 連 想 に よ る 検 索 の 高 速 化 を 検 討 し て い ま す 。

現 在 使 用 で き る 超 並 列 の 連 想 ブ ロ セ ッ サ ( I  X

M 2 ) を 使 つ た 実 験 にっいて紹介します。

3.1 通 列 連 想 プ ロ セ ッ サ

I X M 2 は 、  6 4 台 の 連 想 プ ロ セ ッ サ と 9 台 の

通 信 ブ ロ セ ッ サ か ら 成 つ て い ま す 〔 2 〕 。  各連想

プ ロ セ ッ サ は 、  並 列 処 理 用 に 設 計 さ れ て い る T

800 T r a n s p u t e r と ぃ う ブ ロ セ ッ サ と 4 K 語 の

連想メモリを中心に構成されてぃます。

通 常 の メ モ リ  ( R  A M ) で は 、 メ モ リ 内 の デー

タの中から検索デー タ と 一 致 す る デー タを検索

す る 際 、 図 1 ( a ) の よ う に 、 1つずっデ ー タ を 取

り 出 し て 照 合 す る 必 要 が あ り ま す 。 連 想 メ モ リ

で は 、 図 1 ( b ) の よ う に 、 検 索 デー タ を 入 力 す る

と メ モ リ 内 の デー タすべてに対して同時に照合

が行われます。 また、 一 致 し た データすべてを

別 の デー タ に 同 時 に 書 き 換 え る こ と な ど も で き

ま す 。 従 つ て 連 想 メ モ リ は 、 照 合 や 書 換 え に 対

し て デー タ数分だけ並列に処理ができ、 デー タ

数 分 の プ ロ セ ッ サ と し て 機 能 し て ぃ ま す 。

3.2 超 並 列 連 想 プ ロ セ ッ サ を 使 つ た 用 例 検 索

私たちはすでに用例主導の翻訳手法の検証実

験 と し て 「A の B」 と ぃ う 形 の 名 詞 句 の 翻 訳 実 験

を 行 つ て ぃ ま す 。  ( A 、  B は 名 詞 、  「の 」 は 連 体

助 詞 全 般 を 表 す こ と に し ま す ) 。  「A の B」を 英

語 に 翻 訳 す る 際 、 「 B ' o f  A ' 」 だ け で な く 「B '

i n  A ' 」 、 「 B ' f o r  A '」 、 「 B ' a t  A '」な ど 様 々

な表現の中から最適な表現を選択する必要があ

り ま す ( A ' 、  B ' は 名 詞 A 、  B の 英 語 訳 を 表 す

こ と に し ま す ) 。  実験では従来になぃ高い正解

率を得ています〔3〕。 「A の B」の翻訳を取り上

げ る の は 、  翻 訳 が 困 難 で あ る と ぃ わ れ な が ら 用

例 主 導 の 手 法 で う ま く 扱 え る 言 語 現 象 で あ り 、

また、 3.3節で述べる文翻訳の基本は用例翻訳

で あ り 用 例 の 典 型 的 な パ タ ー ン は 「 A の B」 の

よ う に 2 変 数 な ぃ し 1 変 数 で あ る か ら で す 。
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こ の 「A の B」を 題 材 に  I X M 2 の 連 想 ブ ロ

セ ッ サ 1 台 を 使 つ て 用 例 検 索 の 超 並 列 化 の 実 験

を 行 い ま し た 。 一致 検 索 は 連 想 メ モ リ の 照 合 機

能 に よ り 並 列 化 が 可 能 と な り ま し た 。 類 似 検 索

における距離計算は、 用 例 の 数 だ け 行 う 必 要 が

ありますが、個々の計算は独立に行えます。従つ

て、類似検索は連想メモリの照合や書換えの機

能 を 最 大 限 に 利 用 す る こ と に よ り 高 速 化 が で き

ま し た 。 「A の B」の用例は連想メモリに格系内し

ま し た 。 図 2 は 、 超 並 列 計 算 機 I  X M 2 と 逐 次

計算機である標準的なヮー ク ス テー シ ョ ン と の

用 例 検 索 時 間 の 比 較 を 示 し て ぃ ま す 。  用 例 数

1000件の場合、 I X M 2 は 標 準 的 な ヮー ク ス

テー シ ョ ン に 比 べ て 約 1 3 倍 高 速 化 さ れ て い る

こ と が 分 か り ま す 。  も し 、 連 想 プ ロ セ ッ サ 6 4

台 を 使 つ た 場 合 を 考 え る と 、  各 々 の 連 想 プ ロ

セッサの処理は並列に実行できますので、 およ

そ13x64=832倍近くの高速化が可能であると

予 想 さ れ ま す 。 こ の よ う に I  X M 2 は 用 例 検 索

に か な り 有 効 で あ る こ と が 分 か り ま す 。  こ の 実

験の詳しぃ内容は文献〔4〕を参照して下さい。

3.3 超並列連想プロセッサを使つた文翻1駅

A T  R音声翻訳通信研究所では、用例主導の

翻 訳 手 法 を 最 大 限 に 利 用 し た 、 文 全f本を効率的

に 翻 訳 す る 変 換 主 導 方 式 の 研 究 を 進 め て い ま

す。本方式は、 限 定 し た 話 題 の 基 本 的 な 対 話 に

ついて冠詞の問題を除いて約90%の翻訳率を得

て お り、 対話文の翻訳手法としての可能性を示

し て ぃ ま す 〔 5 〕 。 こ の 「文」 翻 訳 の 逐 次 計 算 機

上 の プ ロ ト タ イ プ シ ス テ ム ( 以 下 で は 逐 次 シ ス

テ ム と 呼 ぶ こ と に し ま す ) の 用 例 検 索 を 1 X M

2 で 実 現 す る こ と を 計 画 し て ぃ ま す ( 以 下 で は

I X M 2 上 の シ ス テ ム を 超 並 列 シ ス テ ム と 呼 ぶ

こ と に し ま す ) 。 そ こ で 、  こ れ ま で 行 わ れ た 逐

次システムの実験結果と前節の実験結果をもと

に超並列システムの性能の見通しについて考察

します。

対話文の実時間翻訳を実現するには、 1 文 当

り の 翻 訳 時 間 は 2、 3秒以内にする必要がある

と考えています。 通常の質間応答の対話に現れ

る基本文型のテスト文の逐次システムによる実

験結果では、 約 半 数 が 2 秒 以 内 で す が4秒以上

の文が約17%を占めてぃます。 ま た 、  1文の翻

訳時間に占める用例検索時間の割合は50% ̃

80%で、 翻訳時間が長い文ほど用fダl1検索時間の

割 合 も 大 き ぃ 傾 向 に あ り ま す ( 図 3(a)参照)。

前 節 で は 、 「 A の B」の用例検索時間はI X M

2 を 使 う と 約 1 / 1 3に 減 少 す る こ と を 示 し ま し

た。 逐次システムでは、 こ の 「A の B」以外にも

タイ ト ル の 例 文 に 含 ま れ て ぃ る「 ̃ は̃だ ( な )

→“i t  i s ̃ ̃ ”  , “ ̃ b e ̃ ' ' , 一」 、  「 ̃ の で̃

一 “ ̃ ,so ̃ ” , “ ̃ b e c a u s e ̃ ” , 一」な ど 様 々

な 表 現 の 用 例 を 使 つ て い ま す 。  こ れ ら の 表

現 の 用 例 を「A の B 」 と 同 様 に I  X M 2 の 連

想 メ モ リ に 格 納 し て 超 並 列 シ ス テ ム を 実 現

す れ ば 、  こ の 場 合 も 用 例 検 索 時 間 は 約 1 / 1 3

に 減 少 す る と 予 測 で き ま す 。 タ イ ト ル の 例 文 の

場合、 逐次システムでの用例検索時間は約4.2

秒(翻訳時間は約6.2秒)ですが、 超並列システ

A T R ジ ャーナルNo.14(1993秋)
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ムでは約0.3秒(翻訳時間は約2.3秒)になると

見 積 も れ ま す 。  つ ま り 、  瞬 時 に 「I t  i s  the

sightseeing season n o w , s o  I th ink w e

can't easi ly m a k e  a reservation f o r  hote1

r o o m s . 」 と 翻 訳 で き る こ と に な り ま す 。 図 3

( b )は、 超 並 列 シ ス テ ム で の 翻 訳 時 間 の 見 込 み

(図3(a )の用例検索時間を1/13に し た も の ) を

示 し て ぃ ま す 。  こ の 図 か ら 、 テ ス ト 文 全 体 の 約

9 7 %が2 .5秒以内に翻訳できることが予想でき

ます。 従 つ て 、  超並列システムは対話文の実時

間 の 翻 訳 を 実 現 で き る と 考 え ら れ ま す 〔 6 〕 。

4 . お わ り に

対話文の翻訳には用例主導の翻訳手法が有効

です。 このための要素技術である用例検索を超

並列計算機I  X M 2 で 実 現 す る こ と に よ り 、 対

話文の実時間翻訳が実現できる見通しが得られ

て い ま す 。  A T  R音声翻訳通信研究所では、 本

稿に紹介した用例検索の高速化手法以外に、 文

法 規 則 、 対 訳 用 例 、 対 話 の 流 れ な ど の 異 な る 性

質の情報を同時に処理し相互に協調しながら翻

訳 す る 手 法 を 超 並 列 計 算 機 で 実 験 ・ 評 価 し な が

ら研究を進めてぃき ます。
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研究動向紹介

認知科学で探る、好みの顔

㈱ATR人間情報通信研究所
第二研究室

尾 田 政 臣
加 藤 隆

コンピュータに向かっていると、 こちらの意

図が伝わらずイライラして、「人間が相手ならこ

んなことにはならなぃのに」と思つてしまうこ

とはありませんか。けれども、 ユーザである人

間の意図の方がはっきりしていなぃことが原因

である場合も、結構多いのではなぃでしょうか。

それだからこそ、決められたことをきちっとや

るだけでなく、 人間の曖味な意図を許容しなが

ら 「あなたの意図したのはこうぃうことでしょ

う」 と教えてくれるコンビュー タ力期寺される

のではなぃでしょうか。

ところで、人間どうしのコミュニケー ション

の手段としては、顔の微妙な変化が重要な役害11
を担つてぃます。しかし、町中で知人に出会つ

ても識別できなかったり、 同僚の顔の鼻の特徴

を思い出そうとしてもできなぃ、また好きなタ

イプの顔とはどんな顔かなど、 顔にま っわる

種々の課題が意外に多くありそうです。顔は、

はっきりしたイメ ー ジをっかみにくぃ対象の典

型と言えるでしょう。

そこで我々は、 好みの顔を探るという例を題

材として、 人間の曖昧な意図を計算機でどのよ

うに扱つたら良いかを、認知科学的に研究して

います。

1 . はじめに

「あなたの好みの顔はどんな顔」 と聞かれた

ときになかなか答えられません。とくにイメ ー

ジが浮かんでこなぃ場合には、 言葉で説明した

り絵に描いたりすることができません。 人間の

持つ曖昧なイメ ー ジをはっきりさせる手続き

を、 コンビュータに手伝つてもらう方法はなぃ

でしょうか。残念ながら、人間のイメ ー ジをはっ

きりさせるメカニズムについては、 こ れ ま で あ

まり明らかになっていません。まず、そのよう

な過程を認知科学的に解明し、 コンピュ ー タに

教える必要があります。またその際、好みの顔

に対する科学的なデー タがあれば、 それを有効

に利用することで更にヒューマンインタフェー

スの向上が図れるでしょう。

そこで、ここでは図1 に示すような顔画像を

格納した大規模デー タベースの中から、 好みの

顔を見つけ出す言増經を通して、 人間の持つ曖味

なイメ ー ジを具体化させる過程を明らかにして

行 き ま し ょ う 。 さ ら に 、 そ れ ら を 取 り 入 れ た シ

ステムによる実験から、 人間が顔のどのような

特徴に注目するかを採り、 その利用法にっいて

考えてみましょう。

2. 暖昧から具体へ

曖昧なイメ ー ジしか持つていなぃ人に、 いか

に速く具体的なイメ ー ジを持たせ、 デー タを検

索させるためには、何が課題であり、 ど う し た

ら解決できるかについて考えてみます。

見ながら選ぶ

人間は、 何もなぃところから何かを想像する

ことには非常に困難を感じますが、今あるもの

を変形して新たなものを作るのは容易です。 ま

た、 対象の良し悪しを判断する場合も、 良いも

のの基準はなかなか言えませんが、 対象を見ら

れればその良否の判断は容易です。即ち、デー

タべースの中にある具体例としての画像を見な

- 10 -
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順 番 に 表 示 し て 行 く  こ と を 理 想 の イ メ ー ジ を 引

き 出 す 手 段 と し て 利 用 で き る で し ょ う 。 そ の 際 、

複 数 の 画 像 を 同 時 に 表 示 し た 方 か 効 率 的 に 比 較

で き る で し ょ う 。 具 体 的 に は 、 検 索 者 が あ る 段

階 ま で に 選 ん だ 画 像 を 文 脈 と 見 な し 、  選 ん だ 複

数 の 画 像 に 類 似 の 画 像 を 次 のf l英補と し て 提 示 す

る こ と で 、 速 く イ メ ー ジ を 国 め て も ら う こ と が

で き る で し ょ う 。

ラ ン ダ ム 性 を 入 れ る

図1 顔画像デー タ の 例

が ら 、  そ の 良 し 悪 し を 判 断 す る 方 が 、  言 語 的 に

望 ま し ぃ 画 像 を 報 告 し た り 、  系 金 に 描 い た り す る

よ り 、  負 担 が 通 か に l 注 表 い と 言 え ま す 。

文 脈 で 導 く

し か し 、 デー タ 数 が 多 く な っ た 場 合 に は 、 デー

タ ベー ス 内 の 総 て の 画 像 を 姚 め る こ と は 不 可 能

に な り ま す 。  ま た 、  イ メ ー ジ か 検 索 前 に は っ き

り し て ぃ な ぃ 場 合 を 想 定 し て ぃ ま す の で 、  検 索

す べ き 画 像 を 絞 り 込 む 手 掛 か り が あ り ま せ ん 。

総 て の 画 像 を 見 る こ と な く 理 想 の イ メ ー ジ を 引

き 出 す 方 法 は な ぃ で し ょ う か 。

と こ ろ で 、  我 々 が11愛'昧 な イ メ ー ジ を は っ き り

さ せ る 場 合 に 、  ど の よ う な プ ロ セ ス を と る の か

考 え て み ま し ょ う 。 次 に あ げ る 単 語 の 列 を 読 み

t_げ な が ら イ メ ー ジ を 描 い て み て 下 さ ぃ 。

( 1 ) テ ー ブ ル 、  ご は ん 、  ち ゃ わ ん 、  は し

( 2 ) ポー ト 、 み ず う み 、  ふ ね 、  か わ 、  は し

い ず れ の 課 題 も 最 後 の 単 語 は 「 は し」 で し た

た が ( 1 ) で は 警 、 ( 2 ) で は 橋 を イ メ ー ジ し た も の

と 思 い ま す 。

こ の よ う に 、  イ メ ー ジ を 作 る 際 に そ れ ま で の

内 容 に 影 響 さ れ る こ と を 文 月 派 依 存 性 と 呼 び ま す

[ 1 ] 。  文月1足に応じて、 作 ら れ る イ メ ー ジ が 異 な

る と い う こ と は 、  適 切 に 文 脈 を 作 る と 望 ま し ぃ

イ メ ー ジ が 得 ら れ る こ と を 示 し て お り 、  画 像 を

求 め る 画 像 の イ  メ ー ジ を 速 く  生 成 さ せ た い 、

し か し 余 り 最 初 か ら 決 め て か か る と 、  も っ と 良

い イ メ ー ジ が あ る か も 知 れ な ぃ と ぃ う 不 安 が 残

ります。不適切な文月1Rが で き な ぃ よ う に 、  な る

べ く 多 く の 画 像 を 評 価 さ せ る 必 要 が あ り ま す 。

そ の た め 文 脈 だ け に 依 存 す る の で は な く 、 一 部

に は 文 月 1 R と は 関 係 な く ラ ン ダ ム に 選 ん だ 画 像 を

提 示 す る と 良 い で し ょ う 。 検 索 者 は 、  そ れ ま で

に な ぃ 良 い 特 微 が 現 わ れ る と 、  そ れ を 取 り 入 れ

た イ メ ー ジ に 変 更 す る こ と が で き ま す 。

再 評 価 す る

検 索 を 続 け て 行 く と 、  そ れ ま で に 選 ん だ 画 像

と 今 選 ぼ う と し て ぃ る 画 像 と を 比 べ る 必 要 が で

て き ま す 。  ま た 選 ん だ 画 像 の 数 が 增 え る と 、  そ

の 中 で も 良 し 悪 し が で て き ま す 。  そ こ で、 選 ん

だ 画 像 を ' 審 一 載 し て お き 、  い つ で も 見 る こ と が で

き る よ う に し 、  そ の 中 で 気 に 入 ら な ぃ も の が あ

れ ば 捨 て ら れ る よ う に す る 必 要 が あ り ま す 。  さ

ら に 、  そ れ ま で 選 ん だ 画 像 を こ れ か ら 選 ぶ 画 像

の 中 に 含 め て 一 緒 に 提 示 す る と 、  比 較 し な が ら

簡 単 に 選 択 が で き る よ う に な る で し ょ う 。

特 徴 を 描 え る

望 ま し ぃ 画 像 の イ メ ー ジ が は っ き り し て く る

と ぃ う こ と は 、  重 要 な 特 徴 が 明 ら か に な っ て ぃ

く こ と で す 。 速 く イ メ ー ジ を 固 め さ せ る に は 理

想 の 特 微 を 速 く 検 出 し て 、  そ の 特 徴 に 合 つ た 画
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像 を 提 示 し て あ げ れ ば よ ぃ で し ょ  う 。  と こ ろ で 、

人 間 が 画 像 を 見 て そ の 良 し 惡 し を 判 定 す る と き

に は 、 個 々 の 特 徴 が 重 要 な 場 合 と 、 特 徴 間 の バ ラ

ン ス が 重 要 と な る 場 合 と が l 想 定 さ れ ま す 。  従 つ

て 、 そ れ ら を 適 切 に 評 価 す る 必 要 が あ り ま す 。

3. 好 み の 顔 の イ メ ージ 化

こ れ ま で に 述 べ た 方 法 に よ っ て 、  好 み の 跟 と

い う 曖 昧 な イ メ ー ジ が 、  ど の 程 度 具 体 化 さ れ る

か 見 て み ま し ょ う 。 そ の 実 験 シ ス テ ム と し て 、

特 微 の 総 て の 組 み 合 わ せ を と り 生 成 し た 、  6フ1ll

個 の 線 画 の觀画 像 を デー タ と し て 用 い 、  上 記 の

内 容 を 取 り 入 れ た シ ス テ ム を 構 樂 し ま し た 。

( 1 ) 毎 回 1 0 個 の 顔 を 表 示 し 、  そ の 中 か ら 好 み

の 顔 を 選 べ る よ う に し て ぃ ま す ( 図 1 ) 。

( 2 ) た だ し 、  そ の う ち 7 個 は 過 去 に 選 ん だ 好

み の 顔 に 類 似 の 顔 と し 、  文 脈 で 導 く よ う

に し て ぃ ま す 。

( 3 ) 2 個 は ラ ン ダ ム な も の を 表 示 し 、 満 足 が

行 か な ぃ う ち に あ る 一 定 の 顔 に 収 束 す る

こ と を 避 け て い ま す 。  ま た 、 残 り の 1 個

は 過 去 に 選 ん だ 画 像 の 中 か ら ラ ン ダ ム に

選 ん だ も の と す る こ と に よ り 、  こ れ か ら

選 ぼ う と す る 顔 と 過 去 に 選 ん だ 顔 と を 比

較 で き る よ う に し ま し た 。

( 4 ) 次 に 提 示 す る 候 補 は 、  そ れ ま で に 選 ば れ

た 顔 に 対 し て 、 個 々 の 特 徽 の 一 致 度 の 高

い も の の う ち 、  金 f 本 的 な 類 似 性 の 高 い ( 具

体 的 に は 各 特 徴 に 対 す る 平 均 値 と の 自 乗

誤 差 の 総 和 の 小 さ ぃ ) テ 'ー タ を 選 ぶ こ と に

し ま し た 。

実 験 は 、  2 0 人 の 被 験 者 に デー タ ベ ー ス の 中 か

ら 1 0 イ 固 の 好 み の 顔 を 選 び 出 し 、 そ の 総 て に 満 足

す る ま で 続 け て も ら ぃ ま し た 。  な ぉ、 文 脈 を 用

い て 導 く 条 件 ( C D ) と 比 較 す る た め 、  毎 回 フ ン

ダ ム に 選 ん だ 1 0 個 の 顔 画 像 を 提 示 す る 条 件

( R N ) の 場 合 も 行 な っ て も ら ぃ ま し た 。

イ メ ー、_,化 の 容 易 性

選 ん だ 顔 に 十 分 満 足 し た と 被 験 者 が 感  じ た 時

を 、  理 想 の イ メ ー ジ が 形 成 さ れ た 時 点 と 判 断 し

ま す 。  そ の 時 、  少 な ぃ 検 索 回 数 で 特 徴 が 揃 つ て

い る ほ ど 、  速 く 安 定 し た イ メ ー ジ が 形 成 さ れ 検

索 が 終 了 し た と 見 な せ ま す 。 そ こ で 、  イ メ ー ジ

化 の 容 易 性 を 画 像 の 検 索 数 と 顔 特 微 の ば ら っ き

具 合 ( 分 散 ) で 評 価 し ま し た 。  C D 条 件 の 場 合 、

平 均 1 9 0 個 の デー タ を 検 索 す る だ け で 十 分 で あ

り 、 そ の 時 の 分 散 は 平 均 0 . 1 5 と 非 常 に ば らっ き

が 少 な ぃ 値 に な り ま し た ( 理 論 的 な 最 小 値 は

0 .081) 。  一 方、 総 て の 画 像 か 用 l11絡 な く 提 示 さ れ

る R N 条 件 で は 、 平 均 2 . 5 倍 の 検 索 数 を 必 要 と

す る に も 関 わ ら ず 、  分 散 は 約 3 倍 と 大 き な 値 に

な り ま し た 。

イ メ ー ジ の 要 当 性

不適切な文月派で誘導する と 望 ま  し く  な ぃ 跟 に

落 ち 着 い て し ま う業i、れ が あ る た め 、  検 索 さ れ た

顔 が 本 当 に 望 ま し ぃ も の な の か 検 証 す る 必 要 が

あ り ま す 。 ラ ン ダ ム 提 示 の 条 件 ( R N ) で は 文 脈

の 影 響 は 非 常 に 小 さ ぃ と 考 え ら れ ま す の で 、  そ

の 時 に 選 ば れ た觀 と 、  文 脈 で 誘 導 し た 条 件

( C D ) の 結 果 と を 上1i.較 し て み ま し た 。 そ の 結 果 、

選 ん だ 顔 の 特 徴 に い ず れ の 条 件 間 に も 大 き な 開

き は な く 、  最 終 的 な 結 果 は あ る 理 想 の 顔 の 近 く

に 行 き 着 く と 見 な せ ま す 。

こ れ ら の 結 果 か ら 、  検 索 回 数 が 少 な く て 済 む

C D 条 件 の 場 合 が 有 利 と な る こ と が 明 ら か に な

り ま し た 。

4. 好 み の 顔 の イ メ ージ を 分 析 す る

好 み の 顔 を 選 ぶ 場 合 に 、  ど の よ う な 特 徴 に 注

目 す る で し ょ う か 。  ま た 、  そ れ が 人 そ れ ぞ れ に
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図 2  好みの顔に対する特徴の分散

よ っ て 速 う で し ょ  う か 。  も し そ れ が 分 か れ ば 、

そ の 特 徴 を 重 点 的 に 評 価 す る こ と に よ り 、  も っ

と 速 く 検 索 で き る 可 能 性 が で て き ま す 。 そ こ で 、

被 験 者 が 好 み の 顔 と  し て 選 ん だ 1 0 個 の 顔 画 像

の 特 微 に つ い て 各 特 徴 の 分 散 を 調 べ て み ま  し た

[ 2 ] 。  そ の 結 果 、  図 2 に 示 す よ う に 文 月 派 の 影 1 響

の な ぃ R N 条 件 で 、 顔 の 輪 部 、 后 の 形 状 、 目 の 形

状 、 お よ び 目 の 位 置 の 分 散 が 小 さ く 、 各 被 験 者 が

共 通 し て 注 目 し て ぃ る こ と が 明 ら か に な り ま し

た 。  C D 条 件 で も 注 目 す る 特 徴 は 同 様 の 傾 向 を

示 し て ぃ ま す の で 、  文月1Rは注目する特微に対し

て影1響 は 与 え ず 、 分 散 を 小 さ く す る 効 果 と し て

働 く と ぃ え ま す 。  従 つ て 、  次 の 提 示i映 補 を 探 す

際 に 、  こ れ ら の 注 目 す る 特 微 が 一 致 す る も の に

重 点 を 證 い て 探 せ ば よ ぃ こ と が 分 か り ま す 。

と こ ろ で 、  実 験 の 結 果 得 ら れ た 顔 の 最 程i著 な 特

徴 は 、  用 い た 刺 激 の 達 い を 考 慮 す る と 、  従 来 得

ら れ て ぃ る 認 知 心 理 学 的 な 知 見 と ほ ほ 一 致 し て

い ま す 。  従 つ て 、  顔 に 対 す る 認 知 特 性 を 調 べ る

実 験 シ ス テ ム と し て も 有 効 で あ る と 考 え ら れ ま

す 。  従 来 の 実 験 シ ス テ ム で は 、  方 法 論 的 な 制 約

か ら 数 百 程 波 の 顔 画 像 の 上u較 が 限 界 で し た が 、

本 シ ス テ ム で は 6 万 個 を 対 象 と す る こ と が で き

ま し た 。  多 量 の 顔 デー タ を す ば や く 比 較 実 験 す

る 枠 組 み と し て 有 効 で あ る こ と か ら 、  本 シ ス テ

ム を 顔 の 認 知 特 性 解 明 に 役 立 て  よ う と 考 え て ぃ

ま す 。 例 え ば 、 好 み の 顔 は 「 目 の 形 」  と ぃ っ た

個 別 の 好 み の 特 徴 の 集 合 で 表 現 さ れ る だ け で な

く 、 「 目 と 后 の 位 置 や 形 の 相 関 」 な ど 、  全f本的な

特 微 に よ っ て 表 現 さ れ る 場 合 も 多 く 、  そ の 評 価

の メ カ ニ ズ ム の 解 明 は 今 後 の 重 要 言 果 1 題 で あ り ま

す 。  本 シ ス テ ム を 用 い て そ の よ う な 課 題 を 解 き

明 か し て 行 く こ と に よ り 、 望 ま し ぃ 顔 画 像 検 索

シ ス テ ム の 構 築 が 可 能 に な る で し ょ う 。

5. お わ り に

曖 昧 な 対 象 を 扱 う 方 法 と し て 、  文 脈 を 利 用 し

た 顔 画 像 検 索 シ ス テ ム を 取 り 上 げ 検 討 し ま し

た 。  そ の 結 果 、  予 め は っ き り と し た イ メ ー ジ を

持 つ て ぃ な ぃ 場 合 で も 、  好 み の 顔 を 検 索 で き る

こ と が 明 ら か に な り ま し た 。  し か し、 ヒ ュ ーマ

ン イ ン タ フ ェ ー ス の 向 上 に 寄 与 で き る よ う に す

る た め に は 、  ま だ ま だ 多 く の 課 題 が 残 さ れ て ぃ

ま す 。 例 え ば 、  も っ と 写 真 等 を 用 い た 実 際 に 近

い 状 況 で の 知 見 を 得 る こ と や 、  顔 の 認 識 に 対 す

る 新 た な 知 見 を 増 や す こ と 等 で す 。 幸 い 、  こ こ

で 取 り 上 げ た 実 驗 シ ス テ ム が 顔 の 認 知 メ カ ニ ズ

ム 解 明 に 有 効 な こ と も 明 ら か に な り ま し た 。

従 つ て 、  今 後 と も 実 験 シ ス テ ム の 質 的 向 上 を 図

り っ つ 、  人 問 の 顔 に 対 す る 認 知 メ カ ニ ズ ム の 解

明 を 進 め た い と 考 え て い ま す 。
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研究動向紹介

知能を持たせたアンテナの研究
一 ア ダ プ テ ィ ブ ア レ ー ア ン テ ナ ー

㈱ATR光電波通信研究所
無線通信第1研究室

千 葉 勇

1 . は じ め に

自動車電話、 携特電話の需要の增大に応える

た め に 、 小 ソ '一ン基地局を用いた陸上移動通信、

低周回軌道を用いた移動f本衛星通信などが提案

さ れ て い ま す 。  こ う し た 移 動 通 信 シ ス テ ム が 普

及 さ れ る に 伴 い 、 我 々 の 周 り に は 様 々 な 電 波 が

飛び交つて、 通信における環境は複雑になるこ

とが予想されます。 一方、 伝達される情報は音

声 か ら デー タ さ ら に は 画 像 と ぃ う 具 合 に 高 度 化

されてぃます。 厳しぃ電波環境で高度な情報を

通信するには、 必要な信号のみを受信して不要

な干渉f言号を除去する必要があるわけですが、

このような信号の取捨選択を自動的に行う 「 知

能 を 持 つ た ア ン テ ナ 」  の研究をATR光電波通

信 研 究 所 で 行 つ て い ま す 。

こ の ア ン テ ナ は ア ダ プ テ ィ ブ ア レーア ン テ ナ

と 呼 ば れ 、  「 所 望 信 号 の 到 来 方 向 に ア ン テ ナ の

主 ビーム を 向 け 、  干渉波の到来方向には指向性

の 零 点 を 形 成 す る 」  こ と に よ っ て 信 号 の 取 捨 選

択 を す る も の 〔 1 〕 と 定 義 さ れ て い ま す 。 何 か 複

雑な表現ですが、 この機能は実は我々も持つて

いるのです。 駅 の ホーム や 居 酒 屋 で 電 話 を か け

る と き 、 受 話 器 に し っ か り 耳 を 押 し 当 て て 、 か

つ反対の耳を手で塞いで通話をします。これは、

受話器に耳を押し当てることで所望信号の到来

方向の指向性を上げ、 また反対の耳を塞ぐこと

で干渉信号の到来方向の指向性を零にしている

のです。 もちろん移動通信では居酒屋でかける

電 話 の よ う に 、  所望信号も干渉信号もその到来

* : 複数の素子アンテナを配列し、各素子アンテナの擴幅、位相を

制御してビー ムの方向、形状を変えるアンテナ.

方向を特定するこ と が で き な ぃ の で 、  信 号 を 分

離 す る ア ル ゴ リ ズ ム お よ び そ れ を 実 現 す る ハ ー

ド ウ ェ ア に 工 夫 が 必 要 と な る 訳 で す 。 こ こ で は 、

現在、 当 所 で 行 つ て ぃ る ア ン テ ナ に 知 能 を 持 た

せ る 研 究 に つ い て 紹 介 し ま す 。

2 .  デ ィ ジ タ ル ビーム フ オ ー ミ ン グ

知 能 を 持 つ た ア ン テ ナ の 構 成 と し て は 複 数 個

の 素 子 ア ン テ ナ ( 以 下 、 素 子 ) で 構 成 さ れ る ア

レーア ン テ ナ * で あ る こ と が 必 要 で す 。  こ の

素 子 ア ン テ ナ で 受 信 さ れ た 信 号 は 月 l i' 1 に 相 当

す る デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 装 置 に 送 ら れ て 、

ア ダ プ テ ィ ブ ネ * な 処 理 を 施 さ れ ま す 。  こ の

信 号 処 理 を 柔 軟 に か つ 精 度 良 く 行 う に は、

素 子 毎 の 受 信 信 号 の 振 幅 、 位 相 を モ ニ タ し 、

かっ そ れ ら を 高 速 に 制 御 す る 必 要 が あ り  ま

す。 そ の た め に 素 子 の 受 信 信 号 を 直 接 テ' ィ

ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る デ ィ  ジ タ ル ビ ー ム

フ ォ ー ミ ン グ  ( D i g i t a l B e a m  F o r m i n g .

以下、 D B F ) 方 式 が 用 い ら れ ま す 。 当 所 で は

通 信 に 用 い る D  B F方式を世界に先駆けて開発

し ま し た 〔 2 〕 。  ( 図 1 )

この場合、 所望信号の到来方向にアンテナの主ピ ー ム を 向 け 、

平渉渡の到来方向に指向性の容点を形成するように各素子ア

ン テ ナ の ウ ェ イ ト を 制 御 す る こ と を 意 味 す る.
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3 .  ア ダ プ テ ィ  ブ ア レ ー ア ン テ ナ

3 . 1  C M A ア ダ プ テ ィ ブ ア レーア ン テ ナ

ア ダ プ テ ィ ブ ア レーアンテナは、 D B F シ ス

テ ム に お い て 素 子 毎 に デ ィ  ジ タ ル 化 さ れ た 受 信

信 号 に 何 ら か の ア ル ゴ リ ズ ム で 求 め ら れ た ウ ェ

イ ト を 掛 け て 、 そ れ を 合 成 す る こ と に よ り 必 要

な信号のみを受信して不要な干渉信号を除去し

ま す 。 我 々 は ア ル ゴ リ ズ ム と し て 、  C M A

(Constant Modu l u s  A l g o r i t h m ) を 採 用 し

て い ま す 。  こ れ は 、  包 絡 線 が 一 定 な P  S K

(Phase  Sh i f t  Keying)  系の変調信号に干渉

信 号 が 加 わ る と 定 包 絡 線 性 が 崩 れ る こ と を 利 用

し、崩れた包系各線を一定値に戻すことによって

最 適 な ゥ ェ イ ト を 求 め る ア ル ゴ リ ズ ム で す 。

3 . 2 ビー ム ス ペー ス C  M A ア ダ プ テ ィ ブ ア

レーアンテナ

従 来 の ア ダ フ テ ィ ブ ア レーアンテナでは、 前

述 の よ う に 各 素 子 ご と に 最 適 な ゥ ェ イ ト を 求 め

て ぃ ま し た 。  と こ ろ が 、 移 動f本衛星通信用アン

テ ナ で 使 用 さ れ る よ う な 素 子 数 の 多 い  (10素

子以上) ァ レーアンテナにこの方式を適用する

と演算時間が多大となって実時間処理が英性しく

な り ま す 。 ま た 、 信 号 の S N 比 ( 信 号 対 雑 音 比 )

が 悪 い と 収 束 性 が 劣 化 す る と ぃ う 課 題 も あ り ま

し た 。 そ こ で 、 我 々 は 、 素 子 の 受 信 信 号 を 集 め

て一度ビー ム の 形 に 変 換 し て そ れ を C  M A 処 理

す る ビー ム ス ペース C  M A ア ダ プ テ ィ ブ ア レー

ア ン テ ナ ( 以 下 、  B S C M A )  を提案しました

〔 3 〕 。  B S C M A の 構 成 を 図 2 に 示 し ま す 。 こ

の方式はまず、 マ ル チ ピーム形成器で複数のマ

ル チ ビー ム を 形 成 し ま す 。  D B F で は F  F T

(Fast  Fourier Trans f o rm )  に よ っ て 素 子

の 個 数 の マ ル チ ピー ム を 効 率 良 く 形 成 で き ま

す。 次 に ビーム選択器で受信電力がある一定値

を 越 え た ビー ム を 選 び 出 し ま す 。  そ し て C M A

プ ロ セ  ッ サーで選択されたビーム に 与 え る ウ ェ

イ ト を 演 算 し ま す 。

B S C M A を 適 用 し た 場 合 と 、  従来の素子ア

ン テ ナ 毎 に ウ ェ イ ト を 調 整 す る ェ レ メ ン ト ス

ペー ス C M A ( 以 下 、  E S C M A ) を 適 用 し た

場合の信号出力の収束特性の比較を図3 に示し

ま し た 。 こ の と き の ア ン テ ナ と し て は 移 動 体 衛

星通信用の16素子平面アレーア ン テ ナ を 、  ま

た電渡環境と して所望信号波と干渉信号波が各

1波ずっ到来した場合を想定しています。
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図3か ら B  S C MAは従来方式のE S C M A に

比べて速い収束特性を示しています。 この理由

と し て は 、

( 1 ) B  S C M A で は 、  ビーム で 受 信 し た 信 号

を 処 理 す る た め に 、  各 信 号 波 の 分 離 が 行

い 易 い 。

( 2 ) プ ロ セ ッ サーで 処 理 さ れ る 信 号 の S  N 比

が 高 い の で 内 部 雑 音 の 影 響 が 軽 減 さ れ て

い る 。

( 3 ) 初 期 値 と し て 、  所望信号を捕提した状態

で ア ダ プ テ ィ プ 処 理 が 開 始 さ れ る た め 、

所望信号の収束特性が特に強くなる。

など力' 等 げ ら れ ま す 。 ま た 、  B S C M A で は 4

個 の ビーム が 選 択 さ れ 、  E S C MAの1/4の自

由度で処理が行われています。 す な わ ち 、  こ の

方法では少なぃ自由度でかっ高速な処理が行わ

れ て い る こ と に な り ま す 。

図 4 に は B  S CMAの収束時のアンテナ放射

パ タ ー ン を 示 し ま す 。

図4から収束後のアンテナ放射パタ ー ン で は 所

望信号波の到来方向に主ビー ム が 向 け ら れ 、  干

渉波の到来方向に指向性の零点が形成されてい

る こ と が 分 か り ま す 。

3.3 B S C M A の マ ル チ ビーム 通 信への 適 用

今までは所望信号波は1波の場合を考えてき

ま し た 。  ところが一つのアンテナで複数の相手

と 同 時 に 通 信 し た い と ぃ う 少 々 欲 張 つ た 通 信 シ

ス テ ム が あ り ま す 。 こ の 場 合 、 複 数 の ビー ム を

使 つ て 通 信 を ぉ こ な う の で こ の よ う な シ ス テ ム

をマルチビー ム 通 信 と 呼 び ま す 。  こ の シ ス テ ム

では、 混 信 を 避 け る た め に 使 用 す る ビー ム の 周

波 数 を 変 え て 通 信 を 行 つ て 来 ま し た 。 そ の た め

に周波数の利用効率の点から急速な通信需要の

增 加 に 対 応 出 来 な ぃ 課 題 が あ り ま し た 。 こ の シ

ス テ ム に B  S C M A を 使 用 す る と 同 じ 周 波 数 で

複 数 の 相 手 と 混 信 の 危 険 無 く 通 信 が 行 え る こ と

を以下に示します。 図 5 は 例 え ば2方向の相手

と 同 時 に 通 信 を 行 う マ ル チ ビーム 通 信 に B  S C

M Aを適用する場合の構成を示した図です。

C M A  L o o p 1 で は S i g n a 1 1 を C  M A  Loop

2ではS i gn a12をそれぞれ:11l又 り 出 す も の と し

て 初 期 値 を 調 整 し 、 そ れ ぞ れ の C M A  Loopで

受信信号を処理したときのアンテナ放射パタ ー

ン を 図 6 に示します。 な ぉ、S i gna11とS igna1
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2 は 同 一 周 波 数 で 通 信 さ れ て ぃ る  も の と  しま

す。

図 6 よ り C M A  L o o p 1 の 放 射 パ タ ー ン に

おいてSigna11の到来方向に主ビー ム が 向 け

られSigna12の到来方向には指向性の零点が

形 成 さ れ て ぃ ま す 。  逆 に 、  C M A  L o o p 2 の

放 射 パ タ ー ンにおぃてはSigna12の到来方向

に 主 ビー ム が 向 け ら れ S i g n a l 1 の 到 来 方 向 に

は指向性の零点が形成されてぃます。 従 つ て こ

のシステムでは2つの信号がお互いに干渉する

こ と 無 く 同 時 に 通 信 が 行 え る の で す 。 こ の よ う

に B  S C M A を 用 い る こ と で 、 周 波 数 を 有 効 に

利 用 で き る 通 信 シ ス テ ム が 実 現 で き る 可 能 性 が

生 ま れ ま し た 。

3.4 送 信 に 用 い る ア ダ プ テ ィ ブ ピー ム フ ォ ー

ミ ン グ

こ れ ま で は 、  受信モー ドでのアダフ°テ ィ ブ ア

ンテナの動作を説明してきました。再び電話を

例 に と る と 、 他 人 に 自 分 の 声 を 聞 か れ な ぃ よ う

に 通 話 す る と き 、  私 た ち は 受 話 器 と 口 を 手 で 覆

い な が ら 話 を し ま す 。 こ れ は 、 通 話 器 以 外 の 方

向 に 自 分 の 声 が 不 要 に 放 射 さ れ る こ と を 避 け て

い る の で す 。  こ れ と 同 じ よ う に 送 信 で も 受 信 時

と 同 じ ア ダ プ テ ィ ブ ビー ム が 形 成 で き れ ば 、  他

に 迷 惑 を か け ず に 通 信 で き る こ と に な り  ます。

例えば基地局アンテナに高機能なアダプティブ

ア レーア ン テ ナ を 設 置 し て 、  移動局は簡単な無

指 向 性 の ア ン テ ナ を 用 い る と ぃ っ た 通 信 シ ス テ

ムが実現できます。

と こ ろ が 、  一般の通信では受信と送信で使用

す る 周 波 数 が 若 干 異 な る た め 、  受 信 で 求 め た

ウ ェ イ ト を そ の ま ま 使 用 す る と ア ダ フ °テ ィ ブ な

パ タ ー ン が 崩 れ て し ま う と 問 題 が 指 摘 さ れ て き

ま し た 。  しかし、 B S C M A の よ う な ビーム を

重 畳 す る ア ダ プ テ ィ ブ ア レーで は 周 波 数 が 変

わ っ て も 重 畳 す る ビーム の 方 向 と 各 ビーム に 与

え る ウ ェ イ ト が 解 つ て ぃ る の で こ の 問 題 が 解 決

で き ま す 。

4 . むすび

f、M_の よ う に 我 々 は 「アンテナに知能を持た

せ る」 研究を行つてぃますが、 現在の知能はま

だまだ初歩の段階です。 先程から電話の例を何

度 も 挙 げ て き ま し た が 、  こ の ほ か に も 人 間 は 声

の大きさを調整するなどの知的な通信を無意識

に 行 つ て い ま す 。  こ の よ う な 機 能 を 取 り 入 れ て

ア ン テ ナ の 知 能 を さ ら に 高 度 な も の と す る 研 究

に は 、  A T  R は ま さ に 絶 好 の 環 境 に あ る と 思 い

ます。
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Vo1.75- B - I I .
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stant Modu lus  Algor i thm Adaptive

Ar r a y  Antennas” , I  C A P'1993

- 17 -



短 信

A T  R を 退 任 して

郵政省通信総合研究所

企 画 部 長 古 濱 洋 治

私 事 に わ た る が 、  今年6月22日の株主総会でA T R光電波通信研究所社長を退任し、 翌23日通

信 総 合 研 究 所 ( C  R L ) に 奉 l1戰 し た 。 こ のー ヶ 月 間 公 私 と も ど も 大 き な 変 化 に 見 ま わ れ 、 い ま だ 一

種 の カ ル チ ャ ー シ ョ ッ ク の 中 に あ る 。

A T Rが発足した1986年前後から国立研究機関における基礎シフ ト が 声 高 に な り 、  現 在 尚 続 い

て ぃ る 。  ( * 基 礎 シ フ ト と は 、  従来の国立研究機関の主な役割が国の行政をサポー ト す る た め の 機

器の検定や標準の設定あるぃは、 新しぃ技術の我が国への 紹 介 な ど と い う 定 常 的 研 究 に 対 す る も の

で 、 電 気 通 信 フ ロ ン テ ィ ア の よ う な 先 端 的 ・ 基 礎 的 研 究 に 重 点 を 移 す こ と を ぃ う 。 )  C R L に お ぃ

て は 、 近 年 、 情 報 ・ 物 性 ・ 生 体 な ど C  R L関西支所設立を中心とした研究分野の先端的・基礎的分

野への拡大、研究投資の充実、 外 国 人 の 雇 用 ( 現 在 8人)、延べ約1割に達する客員研究員の導入、

80件におよぶ共同研究の実施、 平均年齢37才とぃう研究員の若返り、 投稿論文数、 海外出張数、

被 表 彰 者 の 増 大 な ど で み る 限 り 、  基 礎 シ フ ト が 1i売み取れる。 小 生 が C  R L を 離 れ て い た 7 年 余 り の

間 に 、  こ う  した研究環境の整備と研究交流の一層の促進に基ついた研究活動の活性化がC R L の 一

番大きな変貌点である。

し か し な が ら A T  Rと上ヒ較して決定的に異なる点がある。 C R Lにおぃては物事の実行について

古 く か ら の 約 束 事 が 多 く 、  これが研究のスムースな進捗に対する著しぃ桎格となってぃる。 こ れ が

冒 頭 の カ ル チ ャ ー シ ョ ッ ク の 根 源 で あ る 。 日 く 、 予 算 の 獲 得 に 著 し ぃ 労 力 と 時 間 を 要 す る こ と 、 細

分された予算の費目を越えて使用することが要性しぃことなどなどである。 特に後者は、 旅費や専用

回線費などは転用が効かなぃので研究交流や研究発表にしばしば支障を来たし、 また実験開始が年

単 位 で 遅 れ 研 究 意 欲 を 減 退 さ せ る 要 因 と な る 。 こ う し た 制 度 上 ・ 運 用 上 の 課 題 を 克 服 し て 、 名 実 と

もに優れた研究環境を作るには長い年月が必要と痛感する昨今である。

こ れ に 対 し て A T  R は 、 研 究 を 行 う た め に 新 し く 設 立 さ れ た も の で あ り 、  当 然 の こ と な が ら 、 過

去のしがらみからの研究への強い影響力はなく、 良好な研究条件・研究環境に加えて、 旺盛な研究

活動が質の良い研究者の吸引力として働くなど、 広い意味での良好な研究環境を作つている。 設立

以 来 8 年 目 を 迎 え て 、 色 々 解 決 す べ き 課 題 は あ る に せ よ 、 セ ン ターオ ブ イ ク セ レ ン ス ( C 〇 E ) の

一側 面 を 例 証 し て み せ て い る こ と は 、  私ども他の研究機関に明るぃ希望を与えるものであり、 誠 に

心 強 く 喜 ば し ぃ こ と で あ る 。  今後とも明確な方向性を持ち、 外に対して開いた自由な研究所として

一層 発 展 さ れ ん こ と を 期 待 す る も の で あ る 。
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Ke ihanna  L i f e  a n d  A T R
け い は ん な と A T R

Ala in  B iem

A T R  Human  In format ion Processing Research Laboratories

A T R 人 間 情 報 通 信 研 究 所

Living inthe Keihanna region(Kyoto-0saka-Nara area)might be a1ovely or a bad
experience.To have an idea, just ask a few questions to anyonethat grew up in the Kanto
region or in a foreign country.0pinions may differ mainly depending on what
have decided to come a n d live in The Kansai area.ATR may be theperfect
such aperson.
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It is nearly two years now since I have beenliving in the Keihanna area.My feelings have
changed and my views have evolved i f  I comparedthem to the feelings I had3years ago
when I first arrived at ATR as a trainee student.I remember the excitement when visitingthe
"Todaiji"temple;I sti11have in memory my first taste of sushi in a restaurant in Nara,or my
first cup of sake in an izakaya at Saidaij i.It was fu11of discoveries and experiences
sometimes good, sometimes difficult to understand.At this time, I  could hardly speak
Japanese nor could read what was written on my bi11.So,mylife sometimes consisted of a
series of hilarious experiences such as finding myself at Kyoto when going to Osaka bythe
Kintetsu-1ine or buying some salt whenlooking for sugar.This sort of thing happens to
many foreigners in Japan who cannot read Japanese.Nevertheless, I  waslucky enough to
find good friends around me for advice and enjoyment of Kansailife.
my did I come back to Japan for a second t ime?The first reason is certainly ''ATR''.

During my traineeship period at ATR in what was ca11ed the Interpreting Telephony
Research Laboratories, I  was delighted bythe research environment.It contrasted w i t hmy
university,where I had to share a single workstation w i t h a  mob of co11eagues.I was
delighted by the research atmosphere at ATR where people coming from different home
companies have found themselves working together for a finalpurpose.I was delighted by
the kindness of peopleready to help i f  required and to answer one's questions though some
of my French student co11eagues complained about a certainlack of communication due to
1anguage barriers. I certainly enjoyed this stay which had deve1oped my interest i n the
research world.

The second reason has to do with my own cu riosity towards Japanese culture.Six-month
stay was too short since I went back with the feeling that I missed something while in Japan.I
felt ashamed for not havingleamed a bit more ofthelanguage when in Japan.I decided to
take it seriously this time and try atleast in the beginning to invest into acquiring a basic
knowledge of Japanese.My speaking of Japanese has not yet reached a satisfying levelbut I
fee11ess fmstrated now than before when getting through a Japanese conversation.

My views about Japanese society, especia11y seen from ATR have evolved withtime.Time
provides experience and teaching.Nowthat  I can handle a formalconversation in Japanese
and I am able to read a few ''Kanji'',I sti11think that ATR is a nice place wheresomeone can
find the environment necessary for fu11investment in a specific research task.Though
sometimes,I feelthat we should make our best to maximize the use of so much equipment!

For English-speaking foreign researchers coming to ATR for a1onger period of time,
they wi1lnot feelcompletelylost among ATR bureaucracy i fthey cannot speak Japanese
since the most important documents are also written in English.0nthe other hand,even i f
ATR provides Japanese courses,it is rather hard for a foreigner to quickly improve his
Japanese as so many speak English at ATR.

In genera1,for those who do not care aboutthe not-always-warm meals atthe ATR
cafeteria or for singlepersons, such as me,1iving in one of the sma11est flat for a1ongperiod
or do not take in account some not-we11understood bchaviorslikely to be encountered
sometimes,they can rea11y feelfree to take advantage of ATR fs research fac通ties and to use
flexi-time for fu11enjoyment of Keihannalife.
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け ぃ は ん な ( 京 都 ・ 大 阪 ・ 奈 良 地 域 ) 幕 ら し は 、  素 晴 ら し く  も あ り 、 み じ め な 経 験 と も な る 。  具体

的 に は 、  関 東 や 外 国 で 生 ま れ 育 つ た 人 に 聞 い て み る と ぃ い。 その答えは関西に来た目的によって異

な る で あ ろ う が 、  ATRはそんな人を見つけるのに絶好の場所である。

け ぃ は ん な で 幕 ら し 始 め て 2 年 近 く 経 つ た 。  3 年 前 に 研 修 生 と し て A T R に 来 た 時 と 比 べ て 、  考

え方や物の見方が変わってきた。 東大寺を初めて訪れた時の感動、 奈良で初めて食べた寿司の味、

西 大 寺 の 居 酒 屋 で 初 め て 飲 ん だ 酒 は 、 今 で も 忘 れ ら れ な ぃ 。 全 て が 時 に は 素 暗 ら し く 、 時 に は 理 解

し難いこ との発見や経験の連続であった。 その頃は日本語を話すことはおろか、 自 分タi;i‘の請求書に

何 が 書 か れ て ぃ る の か を 読 む こ と も で き な か っ た 。  笑 い 話 の よ う な 毎 日 で 、  近鉄電車で大阪へ行 こ

う と し て 京 都 に 来 て し ま っ た り 、 石沙'糖を買おうとして塩を買つてしまったりとぃった具合である。

そ れ で も 、  私は幸運にも周囲の良き友人達による関西生活への ア ド バ イ ス の お か げ で 十 分 に 楽 し む

こ と が で き た の で あ る 。

なぜ、 私 は ま た 、  日 本 に 戻 つ て き た の か 。  一番 目 の 理 由 は こ こ に は A T R が あ る か ら で あ る 。

A T R 自 動 翻 訳 電 話 研 究 所 で の 研 修 期 間 中 に そ の 素 暗 ら し ぃ 研 究 環 境 を 満 喫 し た 。 た っ た 一 つ の

ワーク ス テー ションを何人ものイ中間と共用してぃた私の大学と比べると雲泥の差である。 い ろ ん な

会社から出向して来た人達が同じ最終目標に向つて協力しながら研究する努:囲気も気に入つた。 私

た ち フ ラ ン ス 人 学 生 仲 間 の 中 に は 言 葉 の 壁 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 不 足 に 患 痴 を こ ぼ す 者 も ぃ た

が 、 頼 ま れ れ ば 快 く 手 を 貸 し て く れ た り 、 質 問 に 答 え て く れ る 人 々 の 親 切 さ に も 感 動 し た 。 私 は

ATRでの生活を心から楽しみ、 研究への興味も広がってぃった。

二番目の理由としては日本文化への興味があげられるであろう。 6 ヵ 月 の 滞 在 は 私 に と っ て は 短

す ぎ 、  見 残 し た り や り 残 し た も の が あ る と 感 じ な が ら の 帰 国 で あ っ た 。  また、 日 本 滞 在 中 も う 少 し

は日本語を勉強しておけばよかったと後梅もした。 そこで今回は真面日に考えて、 少 な く と も 最 初

は、 日本語の基礎知識を修得するのに時間を割こうと決意してぃた。 今 、  私の日本語会話能力はま

だ満足なものではなぃが、 日 本 語 で 話 し て ぃ る 時 に も ど か し さ を 感 じ る こ と は 前 よ り 少 な く な っ て

きた。

特 に 、ATRから眺めた日本社会に対する考え方が時が経つにつれて変わってきた。 経験を重ね、

今 で は 、 敬 語 を 使 つ て 日 本 語 で 話 し た り 、 漢 字 も 少 し 読 め る よ う に な っ た 。  ATRは研究に没頭で

き る 環 境 を 誰 も が 得 ら れ る 素 晴 ら し ぃ と こ ろ で あ る 。  こ の 恵 ま れ た 設 備 を 最 大 限 に 利 用 で き る よ う

に最善をっ く さ ね ば と 、 気 を 引 き 締 め 直 す こ と も あ る 。

ATRでは重要な書類には英語が併記されてぃるため、 長期滞在する外国人が日本語がわからな

く て も 、 第 雑 な 事 務 手 続 に 開 口 し て し ま う よ う な こ と は な ぃ 。 逆 に ぃ う と 、 A T R は 英 語 を 話 せ る

人が多すぎるために、 日 本 語 ク ラ ス が 用 意 さ れ て は ぃ て も 、  日本語を早く身に付けるにはむずかし

い場所である。

概 し て 、A T R の 食 堂 の い つ も 温 か い と は 限 ら な ぃ 食 事 に 慣 れ っ こ に な り 、 独 身 用 の 一 番 狭 い タ イ

プ の ア パー ト に も「 住 め ば 都 」 と 気 に 留 め ず 、  よ く は わ か ら な ぃ 態 度 に 時 々 出 食 わ し て も く よ く よ し

な ぃ な ら 、  ATRの研究施設を縦横無尽に活用して、 け ぃ は ん な で の あ ら ゆ る 生 活 を 満 喫 す る こ と

が で き る で あ ろ う 。 ( 訳  企画部 光まlllli智恵子)
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ト ピ ッ ク ス

秋 篠 宮 。  同妃両殿下のATR ご 視 察

秋篠宮 ・ 同妃両殿下におかれては、 去る4月26日 (月)A T R を ご 視 察 に な ら れ 、  臨場感通信会議

の研究状況等を興味深くご覧になられました。

両殿下は、 関西文化学術研究都市の交、1Jl i施設として建設されたけぃはんなプラザの完成記念式典

へのご出席に先立ち、 同都市の第1号研究所であるA T R を ご 視 察 に な ら れ ま し た 。

当目は好天に恵まれ、 日 裏 社 長 、  吉田副社長、 葉原副社長をはじめ、 A T R グ ループの役員、 多

数の社員や関係者が玄関でお迎えしました。

両殿下には、 最 初 に A  T R グ ループ 全f本の概要について日裏社長からご説明をぉ受けになられた

あ と 、  A T  R人間情報通信研究所で日本人の英語R、 L音の聞き取り能力に関する研究成果を、 ま

た、 A T R通信システム研究所では臨場感通信会議の実験をご覧になられました。

1時間近くにわたるご視察で両殿下におかれては最先端の研究に触れられ、 独創的な研究内容と

研 究 成 果 が 実 用 化 さ れ た 際 の 社 会 に 与 え る イ ン パ ク ト の 大 き さ に つ い て 強 い 印 象 を ぉ 受 け に な ら れ

た ご 様 子 で し た 。
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ATRアンテナヮークショ ツ プ(ATR Antenna Workshop)開催
( 主 催 : A T R 光 電 波 通 信 研 究 所 )

目 的 :

急 速 な 移 動 体 通 信 の 発 展 に 伴 い 、  小 形 、  薄 形 お よ び 高 機 能 化 さ れ た ア ン テ ナ が 要 求 さ れ

て い る 。  こ う し た 背 景 を 路 ま え て 、  A T R で 行 わ れ て ぃ る ア ン テ ナ 研 究 の 成 果 、 現 状 を 報

告 す る と 共 に 、  今 後 の ア ン テ ナ 研 究 の あ り か た に っ い て 、  講 演 お よ び 討 論 を 行 い 今 後 の 研

究 の 発 展 に 役 立 た せ る 。

講 演 内 容 :

当 所 の 全 体 研 究 概 要、 光 I  S L と ア ン テ ナ 研 究 の 経 緯 、  当 所 発 足 7 年 間 の ア ン テ ナ 研 究

の 経 緯 、  ア ン テ ナ 研 究 の 現 状 、  今 後 の ア ン テ ナ 研 究 に つ い て

講 演 件 数 : 1 4件(所内4件、 所外10件)

参 加 者 : 国内の大学、 有力な研究機関から約40名の参加者があった。

期 日 : 平 成 5年6月10日

場 所 : A T R大会議室
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第1回ATR科学技術セミナー開 催

A T R で は 、  これまでもATRでの研究分野に関連した先端的な研究テーマの講演会を随時実施

し て き ま し た が 、  ご関係の外部の方にもご参加項き、 それぞれの先端分野での研究情報交流の場と

し て ご 活 用 頂 き た く 、  こ の た び 、

“ A  T R科学技術セミナー ”

を 試 行 的 に 開 催 す る こ と に ぃ た し ま し た 。

今年度は、 まず、 人間情報科学の分野のテーマを選び、 来年度以降、 A T Rの他研究分野のテー

マ に も 拡 大 し て ぃ く 計 画 で す 。

第 1 回 A T  R 科 学 技 術 セ ミ ナー と し て 、

理 化 学 研 究 所 ・ 国 際 フ ロ ン テ ィ ア 研 究 シ ス テ ム ・ シ ス テ ム 長  伊藤正男先生

を 講 師 に お 招 き し 、

“神経科学の未来”

の タ イ ト ル で 、  9 月 1 日 に 開 催 し 、 161名の参加をぃただきました。

講演では、

① 神 経 科 学 に は 、 生 化 学 ・ 分 子 生 物 学 と

認 知 科 学 ・ 計 算 論 の 2 つ の 大 き な 流 れへ

の 解 離 傾 向 が み ら れ た が 、  その統合が必

須 で あ り 、 最 近 で は 具 体 的 な 成 果 が 、 特

に小月商のシナプス可塑性と運動学習で得

ら れ て い る こ と 、

② シナプス可塑性、特に小脳プルキンエ

細胞の長期抑圧の分子細胞レベルの研究

では、 精緻な信号伝達系の実体が明らか

に な り っ つ あ り 、  さ ら に 遺 伝 子 制 御 の 問

題 解 明 に 進 も う と し て ぃ る こ と 、

などについて、先生の国際的にも先導的な研究の一端を聞かせてぃただきました。

今後、 本 セ ミ ナーは1回/月程度の開催を計画してぃます。

お問い合わせ先(事務局) :

A T  R科学1f支術セミナー ・ “人間情報科学”シリ ーズ

F A X  07749-5-1008、 E-ma i lm i e k o@h i p . a t r . c o . j p
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開発室の新設

平 成 5 年 3 月 1 日 、  ㈱国際電気通信基礎技術研究所 研究開発本部 企 画 部 の 中 に  「 開 発 室」 が

新 設 さ れ 、  4 月 1 日 よ り 活 動 を 開 始 し ま し た 。

開発室はA T R グ ループ各研究所における研究成果の普及・販売及び研究活動に対する技術的支

援 を 行 つ て ぃ き ま す 。

1 . 主な業務内容

( 1 )研究成果の普及・販売

① 音 声 デー タ ベ ー ス 、  対 話 デー タ ベー スの販売

② A T  R Hear ing  S c h o o 1 ( 英 語 ヒ ア リ ン グ 教 材 用 ソ フ ト ゥ ェ ア ) の 開 発 ・ 販 売

③ ア ル ツ ハ イマ一病診断装置(眼球・頭部運動分析装置の応用)の開発検討

④その他の商品化を検討中

(2)研究活動への技術的支援

① 研 究 用 ソ フ ト ウ ェ ア 開 発

② ネ ッ ト ヮークの運用管理

2 . 体 制

室長

主幹研究技術員

主任研究技術員

客員研究技術員

研究技術員(6名)

合計10名

3 .  販売商晶

( 1 )音声データ ベー ス

本 デ ー タ ベースは音声認識、音声合成及び音声知覚等の研究に用いる研究用日本語音声デー

タ べー スで、 大語集の高品質な音声デー タ が デ ジ タ ル 化 さ れ 、  高 精 度 の 音 額 ラ ベ ル が 付 与 さ

れてぃます。

( 2 )対話デー タ ベ ー ス

本 デ ー タ ベ ー スは自然言語処理等の研究に用いる言語デー タ ベ ー ス で、 話し言葉(電話会議)

がバイ リ ン ガ ル ( 日 本 語 と 英 語 ) で 収 集さ れ 、 基本的な言語分析が加えられてぃます。

( 3 ) A T R  Hear ing Schoo1(商標登録手続き中)

本 ソ フ ト ゥ ェ ア は 日 本 人 に と っ て ヒ ア リ ン グ の 難 し ぃ 以 下 の 発 音 に つ い て 単 語 の 聴 き 取 り
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練 習 を 行 う  もので、 現 在 は マ ツ キ ン ト ッ シ ュ を 対 象 機 種 と し て い ま す 。

〔 R ,  L 〕 〔 B ,  V 〕 〔 S ,  T h 〕 〔 Z ,  T h 〕 〔 各 種 母 音 〕

( 4 )視線分析装置(眼球・頭部運動分析装置)

本装置は眼球運動と頭部運動を同時に計測して分析するもので、 従来の眼球回転角(眼球の

動 き ) に 、  磁 気 セ ン サーで検出された頭部位置(頭の動き)を反映させて注視点を求め、 映像に

視線の動きを合成表示します。

A T R が 開 発 し た ソ フ  ト ゥ ェ ア 、  出願特許等の研究成果にっきま して、 是非御活用をぉ願いしま

す。 詳しくは開発室へお 問 い 合 わ せ 下 さ ぃ 。

f 、合わせ先 1

〒619-02京都府相楽郡精華町光台2丁目2番地

㈱国際電気通信基礎技術研究所企画部開発室

担 当 古 賀 [公 ( 0 7 7 4 9 ) -5-11931
F A X  5-1179 J
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用辺状況

闘西学研都市の最近の動向
ATR周辺の学研都市の最近の動向にっいて紹介します。

1 .  A T R の 現 況

会 社 創 立 以 来 8 年 目 を 迎 え ま し た A T  R は ,  通 信 シ ス テ ム ・ 青 声 翻 1 訳 通 信 ・ 人 間 情 率fi通 信 ・ 光 電

波 通 信 研 究 所 と 成 果 管 理 会 社 ( 自 動 翻 1 訳 電 話 ・ 視 l 随 l 覚'機 構 研 究 所 が 当 初 の ブ ロ ジ ェ ク  ト 期 間 を 終 了 ,

こ の 間 の 特 許 ・ ノ ウ ハ ウ 等 の 成 果 を 管 理 す る た め の 会 社 ) 及 び A  T R - I で 構 成 さ れ て い ま す 。  総 從

業員数は299人,  内 研 究 員 は 2 1 1 人 で 電 気 通 信 分 野 の 基 確 研 究 に 活 発 に 取 組 み ,  学 研 都 市 の 中 核 的

研 究 機 関 と し て の 役 割 を 果 た し て ぃ ま す 。

2 . 学 研 都 市 建 設 状 況

今 秋 ,  国 際 高 等 研 究 所 ・ i 解 環 i、31動確業技術研究機満力'相 次 い で 開 業 し , 精 華 - 西 木 津 地 区 に 進 出

予 定 の 1 4 社 中 半 数 の 7 社 が 事 業 を 展 開 し て ぃ ま す 。  残 る 各 社 も 建 設 中 ( 松 下 電 器 ) ,  着 工 予 定 ( 京 セ

ラ ・ C S K ) で 全 体 と し て 学 研 都 市 の 建 設 は ,  着実に進事歩- し て ぃ ま す 。 特 に ,  今 春 ,  研 究 交 流 施 設 の

け ぃ は ん な プ ラ ザ が オ ープ ン ,  こ の 中 に ホ テ ル ・ レ ス ト ラ ン - Jlf1-1西f -f ・ 銀 行 等 が 入 居 し 衡 ら し ぃ 員腺表

わ い を 見 せ る よ う に な り ま し た 。

一方, 交 通 ア ク セ ス は ,  路 線バス の 増 強 ( 視 園一光 台 ) - 高 速 適 路 の 延 仲 ( 城 陽 ̃ 山 田 川 ) で 少 し ず

つ 整 備 が 図 ら れ っ つ あ り ま す が ,  ま だ ま だ 十 分 と 言 え る 状 況 に は あ り ま せ ん 。

3 .  学 研 都 市 フ ェ ス テ ィ バ ル

地 元 ,  精 華 町 が 主 確 す る 「 せ ぃ か 祭 り 」 は ,  年 々 盛 ん に な っ て 来 て お り ,  今 年 は 1 1 月 下 句 に 近

く の 光 台 の 公 園 で 開 催 さ れ ま す 。  立 地 各 施 設 と も 相 応 の 協 力 を し ま す 。

又, 来 年 9 月 か ら 1 1 月 に か け ,  学 研 者 l 1 市 フ ェ ス テ ィ バ ル ( 関 西 学 研 都 市 の 衡 開 き イ ベ ン ト ) - 全

国 都 市 緑 化 フ ェ ア ー ( 学 研 記 念 公 田 を 建 設 中 ) が 開 イ 程 さ れ 精 準 ・ 西 木111 l基 也 区 は メ イ ン 会 場 と し て 1 法11光

を 浴 び る こ と と な り ま す 。 更 に は , ][T U 金 権 会 議 が ほ ぼ 同 時 期 に 京 都 市 で 開 イ 程 さ れ ,  会 議 出 席 者

の A  T R 訪 間 が 子 想 さ れ ま す 。

4 .  次 世 代 通 信 網 モ デ ル 事 業

学 研 都 市 を - 舞 台 に 来 年 夏 以 降 新 し ぃ 通 信 系 間 の モ デ ル 事 業 計 画 の セ ン タ 一 方 姐 設 が 完 成 し ,  実 験 が ス

タ ー ト す る 予 定 で す 。 学 研 都 市 の 用 辺 一 般 家 l 建 を 光 フ ァ イ バ で 結 び N- I S D N , 双 方 向 C A T V 等 に

よ り 通 信 ・ 放 送 統 合 型 サー ビ ス を 提 供 す る 実 験 及 び 法 人 会 員 を 対 象 に 京 都一大 阪 - 条良 を 広 帯 域

I S D N で 接 続 し ,  高 速 L A N ,  H D T V 等 を 用 い た 利 用 実 験 を 行 な う も の で す 。

関西文化学術研究都市 (糖華 - 西木津地区

けぃはんなプーフザ

本津川台

(記念公国) .

e キ ヤ ノ ン

計画または建設中
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A T R通信システム研究所

1 . 寺島:' Basic Research on an Inte1ligent Commun

i -cation System',IEEE Denshi Tokyo(93.1)

2 . 鉄 谷 : ' 3次元表示技術', VISION(93. 1)

3 . 寺島:'臨場成通信会議システ11の構成に向けで ,画像ラ求

(93.1 )

4.北村,大谷,岸野:'実時間表示のための3次元顔面

像モ1l'ルの検討',1993年電子情報通信学会春季大会(9

3.3)

5 . 境 野 , 伴 野 , 岸 野 : ' A Kalman f i ltering with a ga

ze-holding algorithm for intentiona11y contro1

1inga displayed object by theline-of -gaze'''

IEICETrans.on Fundamentals(93.3)

6 . 太田:'通信ツフトゥェアの自動生成', JTT技術移転(93. 3)

7 . 伴 野 , 岸 野 , 小林:'視点及び視線検出のための特徴

点実時間抽出処理と高精度化の検討',電子情報通信

学会論文誌D- ]I (93 .3 )

8 .伴野(NTT),鉄谷,永嶋(NTT),岸野:'大画面・広

視域両眼立体視表示方式のための光学系設計',電子

情報通信学会論文誌C- ]I ( 93 . 4 )

9 .  岸野, 寺島;'臨場感通信会議システム',ピ:,ネスコミュニケーション(

93. 4)

10 .河田, 田倉,太田:'Communication software gene-
ration method from a declarative communication

service specification description language',,

5- th INTERNATIONAL CONFERENCE 0N COMPUTING AND

INFORMATION(93.5)

11. 荒 木 , 太 田 : ' A  Proposa1 for Access Contro1

Mechanism in the X.500 Directory', Cracow In-
ternationalWorkshop on Network Management(93.

5)

12.T.Hardjono, 太 田 : ' Fixed-Path Proxy -Logins with

Assured Termination',ICCI'98-5th Internationa1

Conference on Computing and Infor(93. 5)

18.原田,高見,太田,寺島:'通信サー- l1ス課金仕様競合検

出方式',情報処理学会 論文誌(93.5)

14.北村,竹村,ナレンドラアフンヤ,岸野:'仮想空間における
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に関する検討',人工現実感に関する合同研究会(93.

5)

15.大谷:'VRと高度協調作業',第197回講習会「llアーチ

ャル・7ア クトリ - 1:i二産の未来像一」 ( 9 3 . 5 )

16.西本,望月,宮里,岸野:'発散的発想支援 一意外

性のある情報の提供手法に関する検討一 ',第19回

とュ ーマンインタフェ一スと認知モァル究会(93.5)

17. E.Altman,竹村,岸野:' Trajectory Recongnition

using Chaotic System' ,第37回システム制御情報

学会 研究発表講演会(93. 5)

18. 田倉, 太田:'段階的詳細化による通信サー ビス仕様

記述',電子情報通信学会 交換システム研究会(93.

5)

19.田中,岸野:'Adaptive Mesh Generation for Sur -
face Reconstruction Para11elHierarchicalTri-

angulation without Discontinuities' , ' 93IEEE

CVPR(93. 6)

20. 森 井 , 鉄 谷 , 岸 野 : ' CGによる眼のア二 f ーション表示を用

いた視線の知覚に関する一検討', 1993(第21回)画

像電子学会年次大会(93.6)

21.岩崎,望月,岸野:' PartialSurface Identification

Based on3D MultipIe Spatia1 Filtering' , CG
Internationa1' 93(93. 6)

22.和田,鳥山, 田中,岸野: ' Reconstruction of an

Object Shape from MaItiple Incomplete Range

DataSets Using Comvex Ha11s' , CG Internationa1

93:Coalmunicating with VirtualWorlds(93.6)

23. 大 谷 , 岸 野 : ' A New Method for AcquiringTime-
sequentialRange Images by Integrating Stereo

Pairsof Therma1 and Intensity Images' , IEEE

Conferenceon Computer Vision&Pattern Recog-
nition(93.6)

24.桑原,鉄谷,森井,岸野:'2眼式立体表示と実物と

の混在表示における融像特性 ',視聴覚技術研究会

(93. 6)

25.大谷:'臨場感通信会議シスァA',情報ネット研究会シンホ :/ウi

(93.6)

26.岸野:'連続シルェットを用いた3次元モデルの復元とその

未知領域の検出',電子情報通信学会論文誌D- I I(98

6)

27. 伴野, 鉄谷, 岸野:'視線と手の協調操作による指示

入力法の評価',テレピソョン学会誌(93.6)

28.鉄谷,岸野:'視点追従形連続視域立体表示', 3次元

画像工学コンファレンス' 93(93. 7)

29.竹村,北村,大谷,岸野:'Distributed Processing

Architecture for Virtua1 Space Teleconferen-
cing' , ICAT' 93(93.7)

80.森井,岸野,鉄谷:'眼のCGア二1l一ションと視線の知覚に

関する検討',画像工学研究会(93. 7)

31. 竹村:'臨場感通信会議における協調作業',情報処理

学会 連続セミナ一93(93. 7)
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ification in two-stage and Detection of Fea-
ture Interaction' , The Foarth TINA'93(93.9)

67. 西 本 , 望 月 , 宮 里 , 岸 野 : ' A  Supporting system

for human creativity:Computer aided divengent

thinking process by provision of associative

pieces of information', Vienna Conference on

Hu[nan Com-pater Interaction ' 93 (93 .9 )

68.宮里,岸野:'レイアウト構造を利用した画像検索におけ

る位置の想起の精度',画像電子工学会研究会(93.9)

69.中村, 田倉,太田:'通信サ一1_ ス仕様生成における要求

理解に関する一考察',電子情報通信学会 交換研究

会(93.9 )

70 .和田,高見,太田:'通信サーピス仕様記述支援における

がイタンス手法の一考察',電子情報通信学会 交換研究

会(93.9 )

71 .原田,高見,太田:'通信サーピス動作の修正影響解析支

援方法',電子情報通信学会 交換シスァム研究会(93.9)

72 .榎木,高見,太田: '通信サーピスの概念モfルの一考察',,

電子情報通信学会 交換シスァム研究会(93.9)

73. 上田,田倉,太田:'通信サーピス要求記述の静的解析手

法',電子情報通信学会 交換システム研究会(93.9)

A T R音声翻訳通信研究所

1 .  N.Campbe11:' 英語韻律境界にっいで ,第28回音声

言語研究会(93.4)

2 .  伝:'統合的自然言語処理のための一般化されたチャー ト

法',情報処理学会「自然言語処理」研究会(93.5)

3 .浦谷,森元,谷戸:'音声翻訳シスァムASIURAの開発',情

報処理学会「人文科学とコンピュ ータ」研究会(93. 5)

4 .村上,坪井(NTT):'学習アータ量に対するマルコフ連鎖確

率値の収東性と単語のHb無i とb i gramを用いた文節音

声認識システムにっいで,人工知能学会「言語・音声理

解と対話処理」研究会(93.5)

5.友清,鈴木:'Eng l i sh-Japanese Transfer within

ASURA Framework',電子情報通信学会「言語理解と

コミュニケーション」研究会(NLC)(93.5)

6.M.Seligman,鈴木,森元:'Semantic-1evel Trans-
fer in Japanese-German Speech Translation:Some

Experiences',電子情報通信学会「言語理解とコミュニ

ケ ー ション」研究会(NLC)(93. 5)

7 .伝:'会話における文法の働きにっいて考える',日本

認知科学会 学習と対話研究分科会(93.5)

8 .磯谷,嵯蛾山(NTT): '  自立語と付属語の連鎖統計モデ

ルを用いた音声認識のための候補選択',電子情報通

信学会 音声研究会(93.6)

9.谷戸,竹澤,嵯蛾山(NTT),鷹見,H. Singer,浦谷,,

森元,樽松(電通大): '自動翻訳電話国際共同実験

電子情報通信学会 音声研究会(93. 6)

10. 森 元 , 樽 松 : ' Automatic Speech Translation at
ATR',MT Summit IV(93.7)

11. 村上:'自由発話音声における音素の揺らぎにっいて

電子情報通信学会「Spontaneous Speechの分析・

理解・生成」研究会(93.7)

12.鈴木,永田(NTT):' 日英対話コーパスへの談話レベルの情

報付与と翻訳への利用',電子情報通信学会「言語理

解とコミュニケーション」研究会(93.7)

13.友清,菊井:'Japanese Generation within ASURA

Framework',電子情報通信学会「言語理解とコミュニケー

ション」研究会(93.7)

14. 片 桐 , H.Singer:'会議レホ'ート1993IEEE Internationa1

Conference on Acoustics, Speech, and SignalPro-
cessing',テレ11:,ヨン学会誌(93. 7)

15.K.H.Loken-Kim,森元:'Integrating Speech Recog-
nition and Translation for Interpreting Tele-
communications at ATR', 1993年世界韓民族科学技

術者総合学術大会(93.8)

16.鷹見,嵯蛾山(NTT):'隠れマルコフ網で表現した音素コン

ァキスト依存モfルのための話者適応法',電子情報通信学

会 音声研究会(93.8)

17. P.A. Tay1or:' Synthesizing Intonation Using the

RFC Model', ESCA Workshop on Prosody(93.9)
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18.N.Campbe11:' DurationalClues to Pro ln inence and

Grouping',ESCA Workshop on Prosody(93. 9)

19.P, A.Tay1or:'Automatic Recognitio通 of Into-
nation from F0 Contours Using the Rise/Fa11/

Connection Mode1',Eurospeech'93((98. 9)

20. 森 元 , 竹 沢 , 谷 戸 , 田 代 , 造 差 蛾 山 ( 元 自 動 ) , 永 田 (

元自動), 樽松(元自動):' ATR' s Speech Transla-
tion System:ASURA', Eurospeech'93(98.9)

21. A.W.Black:'Using Situation Theory in a Compu -
tationa1 Language for Natura1 Language Pro-

cessing',NLULP4(93. 9)

22. 山崎:'言葉の璧を越えクローバルコミュニケ ー ションを目指す音声

翻訳通信',技術情報活動 研究会二ユース(93.9)

23.田代,竹澤,永田(NTT):'チャー トパーザによる音声認識候

補',情報処理学会 自然言語処理研究会(93.9)

24. 傳:' 一般化されたチャート法によるアフ'タクション計算',情報

処理学会「自然言語処理」研究会(93. 9)

25. 句坂:'音声合成における自然言語処理',情報処理学

会誌(98.9)

26. 傳:'音声会話文法の定式化にっいで ,人工知能学会

「言語音声理解と対話処理」研究会(93.9)

27.Y.Lepage:' Analysis, Generation and More in

NaturalLanguage Processing by means of (1e -
netic Algori thms',人工知能学会「並列人工知能」

研究会(93. 9)

28.飯田:'自然音声を認識,翻訳する技術',  「人工知能

と知識処理研究会」&「マルfff イア通信と分散処理研

究会」(93. 9)

29.友清:' Transfert de Lang種 e Parlee Japonais-

anglais dans le Systeme de Traduction Auto-
matique ASURA',7ランス語国大学連盟自然言語処理ワー

クショッフl ( 93 .9 )

A T R人間情報通信研究所

1 .東倉:,ATR人間情報通信研究所',人工知能学会誌19

93年1月号(93. 1)

2 . 宇 野 , 岩 田 ( 東 大 ) , 半場(東大) ,鈴木(東大)

:,把持対象の重さの内部表現を獲得する神経回路モァ

ル',電子情報通信学会論文誌(93. 3)

3.相川,H.Singer, 河 原 , 東 倉 : , A  Dynamic Cepstrum

Incorporatlng Time-Frequency Maskingand Its

Application to Co報 tinuous Speech Recognition

ICASSP' 93(98.4)

4.川人,五味:,Adaptive Significance of Low Firin

g Frequency of the Climbing Fiber Responses ' ,,

NeuralNetworks for Computing Conference (93. 4)

5 . 五 味 , 設 楽 ( 電 総 研 ) ,  河野(電総研), 川人:,,

Recon-struction of TemporalFiring Patterns of

Purkinje-Ce1ls in the Monkey CerebellumVen-

tralParaf1occulus Based on Inverse 1)ynamics

Representation',NeuralNetworks for Computing
Conference(93.4)

6 . 川 人 , 小 池 , 五 味 , 片 山 ( 三 洋 電 機 ) : ,  Virtua1

Trajectories Predicted from Measured Dynamic

Stiffness Values and EMG' ,  NeuralNetworks for

Computing Conference(93. 4)

7 . 設 楽 ( 電 総 研 ) , 河 野  ( 電 総 研 ) , 五 味 , 川 人 : ,,

サル小脳腹側傍片葉の二ユ ーロン活動と追従限球運動の関

係',第70回日本生理学会大会(93. 4)

8.H.D. GARIS:,Evolving a Replicator -The Genetic

Programming of Self Reproduction in Ce1lular

Automata - ' , 2nd European conference on ARTIFI -
CIAL LIFE(93. 5)

9.H.D. GARIS:,Incrementa1 Genetic Programming -

Multistrategy Learning in Neura1 Nets:A case

Study-' , 2ndlNT.Workshop on MLTISTRATEGY LEA-

RNING(93. 5)

10. F. Po11ick:, The Tradeoff Between Motion and

Structure:Rigidlnterpretations of Affine Str -
etching Displays',ARV0(93.5)

11.今水,F.E. Po11ick,宇野,川人:, The Effect of

a VisualI1lusion in Grasping', ARV0(93. 5)

12. 安藤:,A ComputationalModelfor Reconstructing

Multiple S種 rfaces',ARV0(93. 5)

13. A.Lea ,津崎:,Segregation of Voiced andWhispe

red Concurrent Vowels in English and Japanese

AcousticalSociety of America(93. 5)

1 4 . 宇 野 , 福 村 ( 東 大 ) , 鈴 木 ( 東 大 ) , 川 人 : , Integ-
ration of Visualand Somatosensory Information

for Preshaping Hand in Gra sping Movements ' ,,

Advances in Neura1 Information Processing
Systems-5-(93. 5)
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29. 志 沢 , 磯 : , Direct Representation and Detection

of Multi -ScaIe Multi-0rientation Fields Using

LocalDifferentiation Fi11ters' , CVPR93(93.6)

30. 字野:,内部モァルと内部表現に基づいた運動制御',電

気学会 電子・情報・システ11部門誌(93.6)

31.相川,河原,升方(豊橋技大):,動的ケフlストラムを用い

た音声認識における逆行マスキンクの効果',電子情報通

信学会 音声研究会(93. 6)

32. 和田, 小池, Eric Bateson,川人:,最小化原理を応

用した運動パターン認識',電子情報通信学会 二ユ一口コンピュ

ァインク研究会(93.6)

3 3 . 小 池 , 本 多 , 平 山 , 五 味 , E.V.Batescn , 川 人 : , 神

経回路モァルを用いた表面筋電信号からの等尺性トルク

の推定',電子情報通信学会論文誌(93.6)

34.矢野,三橋(NHK):,両眼融合視での奥行き運動知覚

と時間周波数特性',電子情報通信学会論文誌A(93.

6)

35.尾田,加藤(隆):,顔画像検索時に於ける特徴の役

割',チレ11 ソョン学会(93. 6)

36. 林:,連想記憶モfルのべイズン拡大/縮小にっいで ,二ユーロ

Jンピュァインク'研究会(93.6)

37.川人:,運動学習の神経回路モァル',Dynamics&Design

Conf.1993第3回運動と振動の制御シンホ':,ウA(93. 7)

38. Hitoshi Iba(電総研),Takio kurita(電総研),,

Hugo de Garis ,Taisuke Sato ( 電 総 研 ) : , System

Identification llsing Structared Genetic Algo-
rithms' , Int.Conf.on Genetic Algorithm” 93(93. 7)

39.F.E.Pol l ick, Shinya Nishida(NTT),小池,川人

:,Perceived Motion in Structure- from-Motion:

pointing Responses to the Axis of Rotation',,

The Institute Television Engineers of Japan,,

annualmeeting(93. 7)

40.五十嵐:,A Solution to Combinatoria10ptimizati

on Problems Using a Two-1ayer Random Field Mod

e1 -Mcan Field Approximation- ' , WCN1、「93Portla

nd/INNS(93.7)

41.川人:,Existence of Inverse Dynamics Modelin t

he Cerebe11um ',WCNN' 93Portland/INNS(93.7)

42. 党:,静的な鼻腔音響モァルの検討',最先端音声工学研

究会 (93.7)

43. 林:,状態空間の構造変化による文月1l11効果を持つ連想
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44. 川人:,脳の計算理論にっいで ,第23回新潟神経学夏

期セミナー (93.7 )

45. 河原:,マルチff イアの知覚的基礎',電子情報通信学会

情報通信サ一l1 ス/ネットヮ ーク品質第一回ワークショップ(93.7)

46. 川戸:,2回逆投影法による複数画像からの3次元情

報の抽出 一視線方向が限定される場合の間題の対策
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的評価一顔の特徴要因における顯著性の分析', 1993

年電子情報通信学会秋季大会(93. 9)

64 .林: , Switching the Vector Field According to th

e Input of an Oscillatory NeuralNetwork',Art

i f icialNeuralNetworks3(93.9)

65.加藤,尾田:,lndirect Assessment of Featura1

Saliency in Face Processing', Face ' 93(93. g )

66.五味,川人:, NeuraI -Network Controlfor a c1osed

1oop System llsing Feedback-Error-Learning',,

NeuralNetworks(93.9)

67.設楽(電総研),河野(電総研),五味, 川人:, I n-
verse-Dynamics ModelEye Movement by Purkjnje

Cells in the Cerebe11um ' , nature(93.9)

68. 和田:,生物の進化と機械の進化',第3回インテリ:,工 ントシス

テム・シン本ソウム(93.9)

69, 川人:,脳の仕組み',第17回日本神経心理学会総会

教育講演(93.9)

70. 志沢:,標準正則化理論の多価関数への拡張と多重表

面の復元',電子情報通信学会二ユーロコンピュ ーティンク'研究会

(93.9)

71.山田:,(会議報告)Workshop on Cross-Language

Speech Perception',日本音響学会誌(98.9)

72. 津崎, 加藤, 田中:,音韻修復時における時間長知覚

にっいで,日本音響学会聴覚研究会(93. 9)

73. 津 崎 , 加 藤 , 田 中 : , 音 韻 修 復 時 に お け る 「 聞 こ え 」

の長さ:ピッチ輪郭情報の影響',日本心理学会第57回大

会(93.9)

74.田中,津由奇,加藤:,空虚時間の弁別にっいて 一区

切り音の影響一',日本心理学会第57回大会(93.9)

75. 安藤:,多重表面の視覚的形成過程',日本心理学会第

57回大会(93. 9)

76.今水,五味,宇野,川人:,視覚運動学習における軌

道の汎化',日本心理学会第57回大会(93. 9)
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1 . 上細,小川(博): 'F iber  Cptic Microwave Lin

Using Balanced/Image Canceling Photodiode Mi

ing',IEICE Transaction on Electronics(93.2)

2.神谷(KDD),中條,藤顧:'0ptica1 Waveguide Pha

Contro11er for Microwave Signals Generated

Heterody ne Photodetection',IEICE Transactio

on Electronics (93. 2)

3 . 小 川 ( 博 ) , 上綱,D.M.Pol i fko: ' Fiber OpticM

crowave Subcarrier Transmission Links Usi

Laser Diodes as ReceReceiving Mixer' , IEI

Transactions on Electronics(93.2)

4 . D. M. Poli fko,小川(博):' Co[nparison of Trave

ing Wave ExternalModulator Mixers ' , IEICE T

nsactions on Electronics SpecialIssue (93. 2

5 . 武 部 , 藤 井 , 山 本 , 藤 田 , 小 林 : ' S t u d y  of Fac

Generation duringMBE of CaAs on(111)A Su

strates Patterned with Ridge-Type Triangles

Journa1of CrystalGrowth(93.2)

6 .山本,稲井,武部,藤井,小林: 'P e r i o d i c  Later
Structares of A I Content Modulations in A IGa

grown on Vicina1(111)A GaAs by Molecular Be

Epitaxy',Journalof CrystalGrowth(93.2)

7 . 藤 田 , 稲 井 , 山 本 , 藤 井 , D.Love11,武部,篠田

小林:'MBE Growth of CaAs P -N Junction LEDs

(111)A GaAs Substrates Using Only S i l i  con D

pant',Journa1of CrystalGrowth(93.2)

8.古演:'光衛星通信の展望',国際衛星通信時代(93.

9.上細,本城(NEC),堤(京都工纖大),二川(防衛大)

栗井(山口大),水野(東北大),小林(埼玉大),安

(九大):'APMC' 92, 5th Austra11ian Symposium

Mi11imeter and Submi11imeter Waves, URSI参

報告',電子情報通信学会 マイクロ波研究会(93.2)

10.千葉, 中 條 , 藤 瀬 : ' Beam Space Constant Moda1

Algorithm Adaptive Array Antenna' , 1993ICAP(

3)

11.渡辺:'新しい通信fバイスを目指しで ,AC・Net第28

交流会(93.3)

12.P. I)AVIS:'光カオス技術の研究と応用',光技術高度

フt一ラム(93.3)

13.奈良,P.DAVIS, 九 尾 , 河 内 , 東 辻 : ' Pseudo- inver

記憶方式神経回路網の記憶タイナミックス',日本物理学

第48回年会(93.3)

14.新上:'運動の強度(Dynamic Competition in Haw

touian Dynamics )',日本物理学会第48回年会(93.

15. 小川 (博):'近未来の移動通信は光7アイバ+ ミリ波で''

エレクトロニクス(93.3)

16. P. DAVIS:'光カオスで新機能通信ア バイスを',エレクトロニクス(

3 . 3 )

17 .奈良,P . DAVIS, W. BANZHAF(三菱電機):' 神経回路

における複雑なタイナミクスの機能性',二ユフルシステAにおけ

るカオス合原一幸偏(93. 3)

18. 中 塚 , 有 本 ,  田中,松本,荒井:'SPIE 0E/LASE' 93

会議報告(光宇宙通信)' , レ ーザー研究(93. 3)

19.武部, 山 本 , 藤 井 ,  小林:' Fundamenta1 Selective

Etching Characteristics of HF 十H202十 H20 Mix -
tures for GaAs',Journa1of the Electrochemica1

Society(93. 4)

20. P . DAVIS:'Harnessing the Onset of Chaos in Pho-

tonics' , 0ji Internationa1 Seminar on Complex

System(93.4)

21.鈴木, 荒木,有本:'光学的手段を用いたスぺ一 スァプリ観

測の精度にっいで ,第9回宇宙ステーション識演会(93.4)

2 2 . 細 田 , 川 島, 稲 井 ,  山 本 , 藤 原 : ' Optica1 Diffe -
rentialCircuit Using Symmetric Self -Electro-

Optic Effect Devices',Applied Physics Letter(9

3. 5)

23 .細田,川島, 渡辺,藤原(九州工大) : ' Optica1

tri -state Switching Via a Meta-Stable State in

a Self -Electro-0ptic Effect Device' , CLE0' 93(

Conference on Laser and Electro-0ptics)(93. 5)

24. 會 田 ,  P . Davis:' Adaptive Mode Selection Using

Chaotic Mode Transitions in a Nonlinear Opti-

ca1 Resonator' , CLE0'93(Conference on Lasers

and Electro-0ptics)(93. 5)

35.平野(NTT),新上:' Superlubricity:State of Vani -
shing Friction', Computer Aided Innovation of
NewMaterials II(93. 5)

36. 山 本 , 稲 并 , 武 部 , 渡 辺 : ' Surface-Emitting Dio-
des with Lateralp-n Subband Junctions in Si-

dopedQuantumWe11s on (111)A Patterned Sub-
strates' , Conference on Lasers and Electro-
Optics(93.5)

27.上原, 藤瀬:'Fuzzy Inference Based on Families

of α一LevelSets' , IEEE Transactions on Fuzzy

Systems(93. 5)

2 8 .野原,有本,  中條,藤瀬:'A  Link Study of a l,ow-
earth Orbit Sate11ite Communication System

Using Optical Intersate11ite Links' ,  IEICE

Trans. on Comrnun.,Specia1 Issue on Satellite

Com目iunications(93. 5)

29.稲井, 山 本 , 藤 井 , 武 部 ,  渡辺:' Electrolumine-
scence from LateralP-N Janction Crown on(111)

A GaAs Patterned Substrates.', Japanese Journal

of Applied Physics part2(93. 5)

30. 山 本 , 稲 井 , 武 部 , 渡 辺 : '  Pre-growth Treatment

Dependence of Surface Morphology for GaAs

Grown on Exactly Oriented(111)A Substrates by
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45.藤田, 山本, 武部,渡辺:'Substrate misorienta-
tion Effects on Silicon-[1oped A IGaAs Layers

Grown on GaAs (111)A by Molecular Beam Epitaxy''

, Japanese Journa1of Applied Phynicsletters(9

3 . 7 )

46. 小川(博)(NTT):'光ファイバを用いたミリ波伝送技術',平

成5年電気学会電子,情報,システi部門大会(93.7)

4 7 . 藤 田 , 篠 田 , 山 本 , 武 部 , 渡辺:' GaAs Growth on

Si(111)Using a Two -Chamber MBE System', 20th

Int. Sympo. on GaAs Arsenide and Related Com-

pounds(93. 8)

4 8 . 武 部 , 藤 井 , 山 本 , 藤 田 , 渡 辺 :' l11rientation-1)e -

pendent Growth Behavior of GaAs on GaAs(111)A

and (001)Patterned Substrates in Molecular

Beam Epitaxy' , 2 0 t h  lnt. Sympo. on Ga11ium

Arsenide and Related Compounds(93. 8)

4 9 . 藤 田 , 稲 井 , 山 本 , 武 部 , 渡 辺 : ' Growth Interrup-
tion Effects on GaAs P -N Structures Grown on

GaAs(111)A Using Only Silicon Dopant', 20th

Internationa1 Symposium on Ga11iumArsenide

and Related Compounds(93.8)

50. 細 田 , 川 島 , 富 永 , 藤 原 : ' Ametastable state in

self -electro-optic effect devices using Stark

1adder transitions' , MSS6:6th Internationa1

Conference on Modulated Semiconductors Struct -

ures(93, 8)

51.渡辺,小林(NHK):'動き検出二ユーラルネットヮ ーク', ,NHK技研

R&D(93. 8)

52.小川(博), H.Thomas, 末 松 , 馬 場 , 上 綱 : ' Fiber

Optic 50-GHz FM Subcarrier Transmission Using

HBT Device' , URSI Meeting(98. 8)

53 .中條,藤瀬,新井(機浜国大), 後藤(東工大):'l

solation Characteristics Improvement of a Two-
Layer Self -Diplexing An tenna Using a Circular -

1y Polarized Ring Patch',XXIVth GeneralAssemb

ly of the Int. Union of Radio Science(93. 8)

54. 下川:'電気通信網における1/fゆらぎ',基研長期

研究会「複雑系 2 」 ( 9 3. 8)

55.小川(英),金田:'Adaptive Equalization Using

NeuralNetlforks for DigitalMobile Comm11nica -

t i ons',第24回国際電波科学連合(URSI)総会(93.8)

56, 千 葉 , 山 田 , 中 條 : ' 0PTICALLY CONTROLLED PHASED

ARRAY ANTENNAS',1993Microwave Workshops and

Exhibition(93. 9)

5 7 . 高 橋 , 千 葉 , 藤 瀬 : ' DBFアンテナにおける干11ll1波除去に

必要なA/D変換器の'11ット長', 1993年電子情報通信学

会秋季大会(93.9)

58. 千 葉 , 高 橋 , 藤 顧 : ' l1一ムスぺー スアタプァイプアl,一による送信パタ

ンのナルl1-4フtー ミン11 , 1993年電子情報通信学会秋季大
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会(93.9 )

59.村上,千葉,藤瀬:'スロット結合形円環マイクロストリップアンテ

の2端子間結合特性',1998年電子情報通信学会秋

大会(98.9)

60.宮崎,野原,藤瀬:'衛星間光通信用LDアンフ'の増幅率

性の電極構造依存性', 1993年電子情報通信学会秋

大会(93.9)

61. 山 田 , 千 葉 , 藤 瀬 : ' 7 アイバ出射型光制御アレーアンテナのリ

アアレ一励震実験', 1993年電子情報通信学会秋季大会

3 . 9 )

62.野原,宮崎,藤瀬:'光ISL用2.5Gbit/sSi -APDシシーバ

の試作評価',1993年電子情報通信学会秋季大会(9

9)

63. 稲垣, 藤瀬:'導波路型光フェ一1tドァ 1,イの光11一ム偏向特i1
1998年電子情報通信学会秋季大会(93. 9)

64. 小川(博)(NTT):'光アバイスの非線型特性を用いた光フ

イ 111ミリ波伝送リンクの検討', 1993年電子情報通信学会

季大会(93.9)

65.H. THOMAS:'0peration of a Mach-Zehnder EOM

a MMWsub-carrier BPSK Modulator',1993年電子

報通信学会秋季大会(93.9)

66. 竹 内 , 中 條 , 藤 瀬 : ' A S1ot Coupled Microstr

Antenna with A Thick Ground Plane' , 23rd Eur

pean Micro wave Conference'93(93.9)

67. 馬場,末松,小川(博)(NTT): ' FundamentalPrope

ties of HEMT Photodetector for Use in Fid

Optic Links' , 23rd European Microware Conf

rence (93 .9 )

68. 末 松 , 小 川 ( 博 ) ( N T T ) : ' Noise performance

田IC HBTs as photodetectors',23rd Europe
Microwave Conference(93.9)

69 .平塚,小川(英) : ' A Ku-band TransversalFilte

1jsing DirectionalCouplers Mode of Multilay

Ceramic',28rd European Microwave Conference (

9)

70.H.Thomas:' 0pticaldistribution of millimet

wavess for mobile commanications',PIMRC In

Sympo.on PersonalIndoor and Mobile Radio Co

( 93 .9 )

71.古演:'衛星間光通信 一 小型・軽量システムによる超

帯域通信を目指して一',応用物理(93. 9)

72. 新上:'摩擦の起源',数理科学(1993年10月号)(93.

9)

7 3 . 藤 田 , 稲 井 ( 村 田 製 作 所 ) , 山 本 , 似 鳥 , 武 部 ,,

辺:'Siトー ピン11によるGaAs(111)A面上縦方向p-n 接i
作製における成長中断の影響',第54回応用物理学

学術講演会(93. 9)

7 4 . 藤 田 , 篠 田 ( 村 田 製 作 所 ) , 武 部 , 嶋 田 , 渡 辺 : ' M

法によるSi(111) 基板上GaAs成長におけるSi基板

前処理効果',第54回応用物理学会学術識演会(93. 9)

75 .似鳥,藤田,山本(村田製作所) , 武部,渡辺: ' Ga

As(111)A面上のSiドープA10. 5Ga0. 5As成長膜にお

ける表面モルフtロソーの改善',第54回応用物理学会学術

識演会(93.9)

76.大田原:'アセン類の3次分極率の計算(2)', 日本化学

会第66秋季年会(93.9)

A T R自動翻訳電話研究所

1.飯田:'自然言語処理技術の現状,動向',目本学術振

興会「文字言語・音声言語の知能的処理第152委員

会」 (93. 3)

2.杉山,村上,渡辺:'Speech Segmentation and Clus-
tering Based on Speaker Features' , ICASSP'93(9

3. 4)

3 . 永井, 山口, 嵯蛾山, 樽松:'ATREUS:A Comparative

Study of Continuous Speech Recognition Systems
at ATR', ICASSP'93(93. 4)

4 . 加 藤 , 杉 山 : ' Speaker-independent Features Extra
cted by a NeuralNetwork', ICASSP' 93(93. 4)

5 . H.Singer,嵯蛾山:'Matrix Parser and its Appli-

cation to HMM-based Speech Recognition', ICASSP

93(93. 4)

6 . 山口:'A Neura1 Network Contro11ed Adaptive

Search Strategy for HMMbased Speech Recogni -
tion ' , ICASSP' 93(93.4)

7 . 王, N, Campbe1l,岩橋,匂坂:' Unit Selection in

English Speech Synthesis Using Regression
Trees' , ICASSP' 98(93.4)

8 . 大 倉 , D. Rainton,杉山:' Noise- robust Hmls Based

on Minimum Error Classification' , ICASSP' 93(93.

4)

9.小坂,應見,嵯峨山:'Rapid Speaker Adaptation

Using Speaker -Mixture A1lophone Models Applied

to Speaker - Independent Speech Recognition' , ICA

SSP' 93(93. 4)

10.富沢:'An A11 -phoneme Ergodic HMMfor Unsuper -
vised Speaker Adaptation', ICASSP'93(93.4)

11.鈴木,菊井,森元,飯田:'Towards Context Sensi-

tive Dialogue Interpretation - An Empirica1

Study in a Speech Translation Project - ' , PACLI

NG'98(98. 4)
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12. 春 野 , 伝 , 松 本 : ' BidirectionalChart Generati

Algorithm' , The4th European Workshop on Nat

ralLanguage Generation(93.4)

13. 三村, 海木, 句坂:'統計的手法を用いた音声パワー

分析と制御',目本音響学会誌(93. 4)

14, 山岡,飯田:'階層型プラン認識モデルを利用した次発

の予測手法 一話し手の意図を表す表現にっいて

音声認識結果曖味性の解消 一 ' , 電 子 情 報 通 信 学

論文誌D- II (93. 6)

15. 飯田:'仮想エーソェントとのコミュニケー ション',「タランドチャレンン」(9

6)

1 6 . 隅 田 , 古 瀬 , 飯 田 : ' An Example-Based Disambigu

tion of PrepositionalPhrase Attachment', TlllI

3(93.7 )

17.飯田:' Situations and Dia1oguelnterpretation

第4回フ1ラクマティクス国際会議(93.7)

1 8 . 隅 田 , 大 井 , 古 顧 , 飯 田 , 極ロ (電総研),高橋(

総研),北野(CMU):' Example-Based Machine Tran

1ation on a Massively on ParallelProcesso

IJCAI -93(第13回人工知能国際会議)(93. 8)

19. 菊 井 , 森 元 M. Seligman , 鈴木,竹沢: ' Spoken La

guage Translation System' , IJCAI -93(第13回人

知能国際会議)(93. 8)

2 0 . 大 井 , 隅 田 , 古 瀬 , 飯 田 , H.Kitano:'Toward Ma

sively Para11e1 Spoken Language Translation

PPAI -93(93.8)

21.岩橋,匂坂:'Duration Modeling with Maltip

Split Recognition', Eurospeech' 93(93.9)

22.H.Lucke:' Inference of Stochastic Context- fr

Grammar Rules from Example Datausing the The

ry of Bayesian Belief Propagation', Eurospeec

93(93.9)

23. 小坂, E. 111 i11ems, 鷹 見 , 燈 峨 山 : ' ADynamic A

proach to Speaker Adaptation of Hidden Mark

Networks for Speech Recog通 ition' , Eurospeech''

(93 .9 )

24.磯谷,嵯峨山:'Speech Recognition Using Partic

N-grams and Content -Word N-grams',Eurospee

93(93.9)

25. 錢 峨 山 , 鷹 見 , 永 井 , H . S i n g e r ,  山口,大倉,,,

,簿松:'ATREUS:a Speech Recognition Front-e

for a Speech Translation System', Eurospeech''

( 93 .9 )

26.N.Campbel1:' Detecting Prosodic Boundaries

a Speech Signa1.顔律境界の自動検出', Eurospee

93(93.9)

27.村上,山本,l蹉蛾山:' 0n the Automatic Acquisiti

of Stochastic Network Grammar Using an Ergod

HMM',Eurospeech'93(93. 9)
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Masking Effect.', 1993 年5月米国音響学会(93.

17.R.Lenz, P. Meer:' Projection and Permutation

variant Object Recognition',8th Scandinavi

Conf . Image Analysis(93.5)

18.志沢:' A Quasi -1inear, Single-shot Computation

Modelfor Stereoscopic Pure Transparency',AR

AnnualMeeting(ARV0'93)(93.5)

19.志沢:'Direct Estimation of Multiple Dispar

ties for Transparent Multiple Surfaces in B

nocular Stereo', ICCV'93(IEEE Internation

Conference on Computer Visio癌 ) ( 93 .5 )

20.E. V-Bateson, K. Munha11(Queens Univ. ) , D J. 0st

(McGi11lllniv. ) : ' 0ptoelectronic Measurement

OrofaciaI Motions During Speech Production

Spring Meeting, The Accoustica1 Society

America(93.5)

21. 山 田 ( 光 ) , 魚 森 , 本 郷 : ' 多 人 数 両 眼 眼 球 運 動 分

装置とこれを用いたハ イピソョン立体画像の視線分析',,

学会論文誌(93. 5)

22.杉本,室田(京大): 'Recogn i t i on  by Combinati

of Paraperspective Images',The8th Scandinav

an Conference on Image Analysis(93.5)

23.志沢,間瀬(NTT):'多重オアティカル7ロー :基本拘東方程

と運動透明視・運動境界検出の統一的計算理論',,

子情報通信学会論文誌D- II (93. 5)

24.志沢,磯:'Direct Representation and Detecti

of Multi -Scale Multi - l[]rientation Fields lllsi

Loca1 Differentiation Filters' , CVPR' 93(IE

Conf.on Computer Vision and Pattern Recogn

tion(93.6)

2 5 .五味,川人: ' Recognition of Manipulated Objec

by Motor Learning with Mdular Architectu

Networks' , NeuralNetworks(93.6)

26.岩見田,片桐,E.McDermott:'Re-Evaluation of

Q-Hl出 Hybrid Algorith ln',The Joarna1of the A

usticalSocirty of Japan(E)(93. 7)

27.五十嵐:' A Solution to Combinatoria1 Optimiz

tion Problems Using a Two-1ayer Random Fie

Mode1 -Mean Field Approximation- ',WCNN''

Portland(World Congress on NeuralNetworks)(

7)

28.尾田:'An Image RetrievalSystemwith the Co

text Dependency Mechanism',HCI Internationa1

3(93.8)

2 9 . 工 藤 ( 名 古 屋 大 ) , 魚 森 , 山 田 ( 光 ) , 大 西 ( 名

屋大),杉江(名古屋大):'リムオクル一l11ョンに誘発さ

る両眼の注視位置の変化', TV学会誌「画像情報工

と放送技術」(93.8)

3 0 . 魚 森 , 吉 松 ,  山 田 ( 光 ) , 本 郷 , 上 野 , 村 上 ( 札

大 ) ,  藤 井 ( 札 医 大 ) ,  富 沢 ( と き わ 病 院 ) ,  中野

(札医大) ,深津(札医大) ,高畑(札医大) : ' Ana-

1ysis of Gaze Shift in Depth in Alzheimer' s
D i sease Pa t i ents',電子情報通信学会英文論文誌(9

3 . 8 )

31.吉松,山田(光):'両眼固視徴動ドリフト成分のフラクタル

次元解析',電子情報通信学会和文誌A(93.8)

32.林:'Switching the Vector Field According to

the Input of an Osci1lafory NeuralNet work',,

ICANN'93(93.9)

33. 長石:'視覚の誘導場による手書き文字切り出し

Segmentation of Handwritten Characters Using

Field of Induction onthe Retina' ,電子情報通信

学会論文誌l)- I I(93. 9)
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受 宣 基;経 一ft- ( 平 成 5 年 4 月 ̃  外 部 団 体 か ら の 受 賞 )

〇 社 団 法 人  電 子 情 報 通 信 学 会
論文賞

受 賞 者  A T R 光 電 波 通 信 研 究 所
主 幹 研 究 員  小 川  博 世

受 賞 対 象  「Miniaturized MMIC Mixers; Image
Rejection and Balanced Mixers
Using Multilayer Microstrip Lines
and Line -Uni f i ed  HEMT Modules」

受 賞  日 平 成 5 年 5 月 2 2 日

〇 社 団 法 人  日 本 認 知 科 学 会
発 表 賞

受 賞 者  A T R 人 間 情 報 通 信 研 究 所
研 究 員 安 藤  広 志

受 賞 対 象  パ タ ー ン 認 識 と 知 覚 モ デ ル 研 究 分 科 会
「 3 次 元 構 造 情 報 の 動 的 復 元 と 統 合 」

受 賞  日 平 成 5 年 5 月 2 3 日

〇 社 団 法 人  神 経 回 路 学 会
研 究 賞

受 賞 者  A T R 人 間 情 報 通 信 研 究 所
室 長 川 人
主 幹 研 究 員  和 田

受 賞 対 象

受 賞  日

男
弘

光
安

「 順 。 逆 ダ イ ナ ミ ク ス モ デ ル に 基 づ く 文
字 の 生 成 と 認 識 」

平 成 5 年 7 月 2 2 日

〇 社 団 法 人  神 経 回 路 学 会
論文賞

受 賞 者  A T R 人 間 情 報 通 信 研 究 所
室 長 川 人
研 究 員 五 味

男
章

光
裕

受 賞 対 象  Trends in Neuroscience Vo1.15 , No . 11
「The cerebe11um and VOR/0KR learning models」

受 賞  日 平 成 5 年 7 月 2 2 目
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A T R 成 果 販 売

ア゛ 一 タ ・'、、ー ス 、 ラ::ー ク ニ カ ノレ
レ ポ ー ト 一f ◆li茂 _果,見反 ン売 の ご 東 内

〇研究用デー タ ベー ス

A T R で は 、  音声認識、 音声合成および音声知覚等の研究に用いる、 大語彙の高品質な研究用目本語
音 声 デ ー タベ ー ス を 構 築 し て お り 、 単 語 音 声 デ ー タ ( 8 , 5 0 0 語 / 話 者 )  2 0 話 者 、 文 章 音 声 デ ー 夕

(10, 000語/話者) 2話者に っいて、全国の多くの大学、企業の研究所等に販売を行つ て 、 ご 利 用 を 頂
い て お り ま す 。 更 に 、 単 語 ・ 文 章 音 声 デ ー タ(751語及び孤立文章音声150文章) 1 5 ̃  2 0 話 者 を
1 セ ッ ト に 格 納 し た 多 数 話 者 音 声 デ ー タベ ー ス、また自然言語処理等の研究を目的として、模擬対話実
験を基に構築した対話デ ー タベ ー スを整備しており、 ご利用頂くべく販売しています。

以下に、 音声デー タベー スおよび対話デー タ ベー スの内容にっいてご案内いたします。

_研究用日本語音声デー タベー ス

( セ ッ ト A )  〔単一話者〕

N0 話 者 内 容 種 類 標準規格 備 考

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

M _A U
]、',:f ] 1i[ ' 「

F :K :l1、J
F S U
F :K S
F' Y li、J
M で :K
:MI M W
M M  S-1l、/I 11、':「M
M X M
F F S
F、一YM
F M S
F :K M
F A F
F '「:K
M ,r、 ,r
M ア M
M S  :1目[

(男性アナウンサー )
(男性ナレ ー タ)
(女性ナレ一夕)
(女性アナウンサー )
(女性アナウンサー )
(女性アナウンサー )

(男性ナレ ー タ)
(男性アナウンサー )
(男性アナウンサー )
(男性アナウンサー )

(男性アナウンサー )
(女性アナウンサー )
(女性ナレ ー タ)
(女性アナウンサー )

(女性アナウンサー )
(女性アナウンサー )
(女性アナウンサー )
(男性アナウンサー )

(男性アナウンサー )
(男性アナウンサー )

単語音声デ一夕

( 8, 500語)

サンプリング周波数
12kHz 1回発声の,る・

ま ll1 li
20kHz 1回発声

・unixシステムの
tarコマンドで格納

・MT記録密度
12, 500ftpi
150Mf ー タカ ー トリッl11

話者毎に販売
します。
( 例 : M A U )

サンfリンク周波数
12kHz又は一

20kHzの、
どちらかを
ご指定下さい

( セ ッ ト B )  〔単一話者〕

51
コ111、/1 Y I

(男性アナウンサー)

連 続 : ラ ベル付 基本周波数・
言語韻律情報付

文 節 :
文章音声デ一夕

503文(10,000語)
サンプリング周波数
12kHz 連続発声の1l,

ま 11li 20kHz連続発声
およが文節区切発声

52 ]、vf ア :K
(男性ナレ ー タ)

連 続 : ラ ベル付
文節:

// //

M :日 1 0
(男性ナレ ー タ)

連続: ラ ベル付
文 節 :53

M ]i-3[ ア

(男性ナレ ー タ)

連 続 : ラ ベル付 基本周波数
文 節 : ラ ベル付

連 続 : ラ ベル付
文 節 : ラ ベル付

54

M M W
(男性アナウンサー)55
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M M W
(男性アナウンサー)

M S :H
(男性アナウンサー)

連 続 : ラ ベル付
文 節 : ラ ベル付

連 続 : ラ ベル付
文 節 : ラ ベル付

55
文章音声データ

508文(10,000語)

サンプリング周波数
12kHz 連続発声の參

ま1tli 20kHz連続発声
1l1よ111 文節区切発声

// //

56

F :K M
(女性ナレ ー タ)

F :K S
(女性ナレ ー タ)

F' 'T :K
(女性アナウンサー)

連 続 : ラ ベル付 基本周波数
文 節 : ラ ベル付

連 続 : ラ ベル付
文 節 :

57

58

連 続 : ラ ベル付
文 節 : ラ ベル付59

F -Y :ll'v:ll
(女性ナレ ー タ)

連 続 : ラ ベル付 基本周波数
文節:60

( セ ッ ト C )  〔多数話者〕

夕 イ ト ル 話 者 内 容 標準規格 備 考

C 1 -M 0 1
C 2 -M 0 1
C 3 -M 0 1
C 4 -M 0 1
C 5 -M 0 1
C 6 -M 0 1

男性20話者

多数話者デー タ

C1:最重要語(520)
C2:パランスリスト(216),数字A(15),

連続発声A50A
C3:連続発声B(50),連続発声C(50)
C4:文節発声A(50)
C5:文節発声B(50)
C6:文節発声C(50)

。 1」nixシステムの

tarコマンドで格納
夕イ トル毎に
販売します。
(例:C1- 1lf01)

各話者クルーアに
共通話者はい
ません。
(M-01クル ーアは

同一話者)

サンfリンク周波数
『

C 1 - F 0 1
C 2 - F 0 1
C 3 - F 0 1
C 4 - F 0 1
C 5 - F 0 1
C 6 - F 0 1

女性20話者 。 CD -ROM
ファイル7オーマ ット

IS09660

C 1 -M 0 3
C 2 -M 0 3
C 3 -M 0 3
C 4 -M 0 3
C 5 -M 0 3
C 6 -M 0 3

男性20話者

C 1 - F 0 3
C 2 - F 0 3
C 8 - F 0 3
C4 - F 0 3
C 5 - F 0 3
C 6 - F 0 3

女性20話者

( セ ッ ト D )  〔テキスト音声〕

話 者 内 容 。 種 類 標準規格 備 考

男 性

女 性

テキスト音声デー タ 1  2小論文約400文章
・ ( ラ ベル。韻律情報・言語情報付)

。 1」nixシステAの
tarコマンドで格納

平 成 6 年 2 月
販売開始予定
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( セ ッ ト E )  〔英語音声デ一 夕〕

話 者 内 容 , 種 類

5,000高頻度単語の孤立発話音声
200短文の連続発話と単語区切り発話
26無線電話用アルファ ベ ッ ト

104数字
26アルファ ベ ッ ト

標準規格 備 考

男性1
男性2
女性1
女性2

・unixシステムの
tarコマンドで格納

平 成 6 年 2 月
販売開始予定

( セ ッ ト F )  〔文章音声デー タ 〕

話 者

M 0 1
M 0 2
M 0 3
F 0 1
F 0 2
F 0 3

内 容 。 種 類 標準規格 備 考

・unixシステ1,,の

tarコマンドで格納
平 成 6 年 2 月
販売開始予定1, 122文

文節区切り発声のみ
文節境界ラ ベル付

研究用対話テキストデー タベー ス
-i . 対話の内容

国際会議の申込に関する参加者と事務局の対話。
旅行に関する旅行会社と客との対話。

2

3

対 話 の メ デ ィ ア
対話が行われるメディアは電話またはキー ボー ド。

使用言語
対話は日本語話者同士、 または、 日本語話者と英語話者との間で行 つ ています。
後者の対話は、 通訳を介して行つ ています。

4 .  事前分析
対話デ一 夕には以下に示す事前分析を加えています。
◎英語対訳の付与
◎各種言語単位(単語、文節、文など) への分割
◎単語の各種属性の付与

◎単語間の係り受け関係の付与
◎目英対応関係の付与

5 .  デー タベー スの種類
デー タは会話単位(対話の開始から終了までが1単位)に収容されており、セット
1̃4に分けて提供いたします。

セット 夕スク

国際会議
国際会議
旅 行
旅 行

メ デ ィ ア

電 話
キー ボー ド
電 話
キー ボー ド

標準規格

・unixシステムの
tarコマンドで格納

・12,500ftpi
150M 1l'一 タカ ー トリッ 111

1
2
3
4

〔参考文献〕 江原暉将ほか : A T R対話デー タ ベー スの内容、 A T Rテクニカルレポー ト
T R - I - 0 1 8 6 、  1 9 9 0 年 1 0 月

各デー タ ベー スの販売に関するお間い合わせは下記までお願いいたします。
〇619-02 京都府相楽郡精華町光台2丁目2番地
㈱国際電気通信基礎技術研究所 企画部開発室

〔 窗 ( 0 7 7 4 9 ) 5  1 1 9 2 〕担当 田原 Fax 5 1 1 7 9
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〇テクニカルレポー トの公開

A T Rグルー プでは、 社内研究資料としてテクニカルレポー トを作成しておりますが、 下記のレポー トに

つきましては、 有料にて公開しておりますのでご紹介します。(*は英文レポー トを示す)

なお、 レポ ー トに関するご質間、 ならびにご希望がございましたら下記の各研究111所窓口へお問い合わせ下さい。

ATR通信システム研究所 1重;619-02 京都府相楽郡精華町光台 「重L07749-5-1211

No タ イ ト ル

N0.

C-66
C-67
C-69

C-70

C-73
C-74
C-78

C-79
C-85
C-88

タ イ ト ル

通信ソフトゥェアの自動作成実験
C Gによる枝ぶり生成法
Software Design and its Automation Fina1
Report( 本)

視点及び視線検出のための特徴点実時間抽出
処理と高精度化の検討
STR(State Transition Rule )記述仕様書
State Transition Rule (STR)Description( 本 )
視線検出装置とマウス を併用する指示入力法の
評価
通信サ一11スにおける要求の理解
設計知識の構造化と活用
通信サ一111ス仕様から通信11フトゥェアを生成する手法

C-16

C-27

C-48

C-50

C-51

C-52

C-58
C-65

出版業におけるレイアウトに関する専門知識
の調査
Sy[nbolics用日本語入力フロントェンド。キ
ーボー ドェ ミュレータ ー 「 J O K E R 」
要求理解プログラムの類似サー ビス検索部の
一部にっいてのA R Tによる実現
JOKERシステム Symb01ics側ソフトゥ
ェア解説書
Symbolics用 日本語タ ー ミナル 。エミュレ
ー タ
Symbolics用 dv iファイル プレビュアー

システム
PV-WAVE拡張プロシジャ ーマニュアル
通信17トゥェアの非手続的手法と解析手法の研究

A T R音声翻訳通信研究月所 前19-02 京部府相楽君l端華町光台 「EL07749-5-1311

No

IT-09

タ イ ト ル

音声デー タベー スにおける日本語形態素解析
マニュアル

A T R人間情報通信研究所 e619-02 京都府相楽部精華町光台 TEL07749-5-1011

No タ イ ト ル

N0.

夕 イ ト ル

H-01 A NeuralNetwork Modelfor Arm Trajector1
Formtion Using Forward and Inverse
Dynamics Models( 本 )
Supervised Learning for Coordinative
Motor Contro1(1l)
A New Information Criterion Combined
with Cross-Validation Method to Estimate
Generalization Capability( 本 )
From EMG to Sound Patterns of
Vowels:Sof tware
Word Recognition Using A11ditory Mode1
Frcnt-end Incorporating Spectro-Tempora1
Masking
Dy f1amic Cepstrum Parameter Incorporating
Time-Frequency Masking and Its
Application to Speech Recognition

H-11 I)ynamicalContro1of CI uster Boundaries
by Changing the State Space Structure of
an Associative Memory Mode1
〔lsci11atory NeuralNetwork and Learning
of Contin t1ously Transforme l〔1 Patterns
Switching the Vector Field According to
the Input of an Osci11atory Neura1
Network
NumericalBif urcation Analysis of an
Osci11atory NeuralNetwork with
Synchronous/Asynchronous Connections
Time-domain comb filtering for speech
separation
Indirect Measure[nent of Feat1」re Saliency
in Face Processing
最適化原理に基づく運動パ夕一ンの生成と
認識に関する研究

H-02

H-03

H-12

H-13

H-05

H-06

H-14

H-16

H-22

H-28

H-10
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A T R光電波通信研究所 e619-02 京都府相楽君隔華町光台 TEL07749-5-1511

No タ イ ト ル

N0.

タ イ ト ル

0-02

0-04

0-07

0-10
0-11

0-13

0-14

0-15

0-17

[]-18

0-21

光衛星間通信に適用可能な光デバイス、 通信
方式に関する調査報告書
衛星間通信に際して地球大気分子による吸収
の計算
S i選択ドープG a A s / A I G a A s量子
井戸構造の発光応答
有機高分了の非線形光学効果に関する調査
選択ドープ量子井戸のサブバンド構造とサブ
バンド間吸収の解析
Electronic structures of GaAs/AIAs s1」per
1attices (:き)

トランスポリアセチレン。ソリトン付近の振
動モー ドの研究(率)
非線形動力学の立場から見た神経回路網とそ
の情報処理機能
多重伝搬11各内におけるアンテナ特i生の角新と
多重波干渉除去技術への応用
リミットサイクルを詰め込んだ、非対称な結
合行列を持つ、神経回路網の記憶想起特i生
G a A s / A I GaAsおよびI  n G a A s
/ A I G a A s量子井戸構造におけるサブバ
ンド間遷移
S I M Sによる化合物半導体中の不純物分析
光衛星通信実験用光変復調器の構成と特i生
成層圈無線中継航空機を用いた
宇宙.11'範信実験
G a A s ( 1 1 1 ) M B E 成 長 と S  i ドー ピ
ング
高濃度S i ドープG a A sのラマン散舌Lと量

子井戸サブバンド間吸収の外部光制御
G a A s表面・界面の制御
マイクロ波帯移動通信のためのアンテナ。給電系
ハー ドウェアの検討
多重波伝搬特i生と等化方式の研究
スロット結合マイクロストリップアンテナ
Superresol u tion of Multipath Delay Pro-
f i les Measured by PN Correlation Methcd
and Its Application to Indoor
Propagation Analyses ( 本 )
BER Performance of Anti -Multipath Modula
tion Scheme PSK-VP and its Optimum Phase
-Waveform(本)
In-Room Transmission BER Performance of
Anti -M種1tipath Modulation PSK-VP( 本)

偏光変調/コヒ ー レント検波方式に関する実
験的検討
光空間制御アレーアンテナの励振分布と放射
特t生
MM I Cの超小型化。高機能化技術の研究
Mode11ing of S1ot Coupled, Circular
Microstrip Patch Antenna Elements
MM I C回路構成法の研究
球面走査アンテナ近傍界測定におけるアライ
メント誤差の影響
4mφ大型球面走査アンテナ近傍界測定システ
ムの開発とその評価
開I C非線形11111イス回路の研究
移動体衛星通信用アクティフアレーアンテナの研究

0-29
0-33

0-34
0-35
0-37

0-38

0-39

0-40

0-41

0-43
0-45

0-47
[1-48

0-49

0-56
0-60

0-22
0-24
0-25

0-26

0-27

A T  R自動翻訳電話研究所 前19-02 京都府相楽君隔華町光台 TEL07749-5-1111

No タ イ ト ル No 夕 イ ト ル

I-01
I-02
I -03

I-05
I-06
I-07
I-08
I-09

I-10

I-11

I-12

I-13

I-14

自動翻訳電話の基礎研究( 本 )
通訳を介した電話会話の特徴分析
多層言額ラベルをもっ日本語音声デー タべ一
ス
連続音声認識
時間遅れ神経回路網による言額認識( 本)

通訳を介した電話会話収集デー タ
日本語品詞の分類
簡易検索言語を持つ音声デー タベース管理シ
ステム
Research Activities of Speech Processing
Department
対話型操作環境をヮークベンチごとに設定で
きるメニュ ー システムの作成
音声信号処理の基礎操作を提f1共する機能モジ
ュール群の作成
Voice Conversion by Analysis-Synthesis
Method
Generalizing Unification in Semantic
Networks toward NaturalLanguage Under-

standing
A Description of English Dia1ogues by
StructuralCorrespondence Specification
Language:SCSL
電話対話と端末間対話の比較( 本 )
自然言語対話理解ワー クショップ講演要録
(1987.12. 27-28)(本)
Hidden Markov Modelを用いた日本語有声破
裂音の識9 l」
音声デー タ ベー ス構築のための視察による音
韻ラべ リング
Research Activities of the NaturalLan-
guage Understanding Department and the
Knowledge and Data Base Depart rnant
Quality Contro1of Speech by Modifying
Formant Frec1uencies and Bandwidths
種々の発声様式における韻律パラメ ー タの性
質にっいて
種々の発生様式における目本語音声の韻律の
特徴とその制御にっいて(本 )

I-15

I-16
I-17

I-18

I-19

I-22

I-23

I-24

I -25
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No タ イ ト ル No 夕 イ ト ル

I -26
I -27

I -28
I -29
I-30

I -31
I-32

I -33

I-34

I-35

I -36
I -38

I -39
I-41

I -42
I -43

I -44

I-45

目本語発話行為タイプの角1斯 Cl)(本)
テ キ ス ト 。 デー タ ベー スからの慣用表現の自
動抽出
研究用日本語音声デー タベー ス利用解説書
言語デー タベー ス用格、 係り受け意味体系
日本語孤立発声単語における母言無声化の分
析と予測
音声言語インタフェ 一スの予備検討
素性構造とその単一化アルコ'リズムに関する
検討
A Phonerne Lattice Parsing for Continuous
Speech Recognition
Modularity and Scaling in Large Phonmeic
NeuralNetworks
会話テキス トの機械通訳のための翻訳単位の
表現と計算(本)
言語デー タベー ス統合管11里システム( 本)

動詞敬語の相互承接にっいて 一句構造文法理
論を用いた構文論的説明一

角新用辞書開発作業に関する一考察
The Formalization of a Knolfledge Base
for English
目標指向型対話における次発話の予測
言語データベー ス作成のための日英対訳対応
付け
Record of Six Work Sessions on Concepts,
Methods, and Tools fro[n Existing Running
Rea1 -Size 附 Systems
タイプ付き素性構造に対する操作:動機およ
び諸定義(率 )
キーポー ド会話収録システムにっいて
Hidden Markov 1lfode1を用いた英単語認織
英語音声デー タベー スの作成
句構造文法にもとづく日本語文の解析
HMM言1鏡認識におけるモデル継続時間長の
制御手法( 率 )
日本語音講継続長における文発声固有の性質
にっいて( 1l)
ニュ ーラルネットによる英文単語列予測モデ
ルの検討(率)
複合合成単位を用いる規貝情声合成における
単位選択尺度にっいて(率 )
Pragrnatic Extensions to Unification-
Based Formalis[ns.

Typed Feat 選res Struct 11res:the Language
and its Implementation
合成用日本語音声デー タベースの概要
HMM言講認識に基づくヮ ー ドスポッティン
グ( 1l )
Fast Back-propagation Learning Methods
for NeuralNetworks in Speech
Speech Research at ATR Interpreting
Telephony Research Laboratories
対話文翻訳における英文生成システムの検討
ニュー ラルネッ トヮー クの音声情報処理への
応用
解析過程の制御を考慮した句構造文法角1斯 機

構の検討
Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department
Modified Mltalk
対言翻訳のための階層型プラン認識モデル
目標指向型対話におけるドメイン知識の調査
Tools for FundamentalFrequency Mode1 -
1ing
Research Activities of the NaturalLan-
guage Understanding Department and the
Knol91edge and Data Base Department for
1988
RETIF:A Rewriting System for Typed Fea-
ture Str 理ctures
スぺクトログラム。リ ーディング知識を用い
た言額セグメンテーション。エキスパー トシ
ステム

The ATMS ManualVersion1.1ATMS説明書
1.1

Politeness Strategies inAmerican Eng-
1ish Telephone Dia1ogues 米語電話会話に
おけるていねいさの表現
研究用A T R音声デー タベー スの作成
研究月l11 A T R日本語音声デー タベー スの作成
(別冊I連続音声テキスト)

研究用A T R日本語音声デー タベー スの作成
(別冊II不特定話者音声テキスト)

Research Activities of the Speec11 Pro-
cessing Department
Research Activities of the NaturalLan-
guage Understanding Department and the
Knowledge and Data Base I)epartlnent for
Feb. 1989̃0ct.1989
研究用日本語音声アー タ べー ス利用解説書(連続
音声アータ編)
Overview of ATR Basic Research into
Telephone Interpretation(ATRにおける自動
翻訳電話の概要)
ATR対話テ'一タべースの内容
ニュ ーラルネットヮ ークによる音声認識の研究
̃発表論文集̃

Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department
Research Activities of the NaturalLan-
guage Understanding Departfaent af1d the
Knowledge and I)atabase Department for
Nov
Research Activities of the Speech Pro-
cessi llgDepartment, January through
December,1991
Research Activities for the NaturaI Lan-
guage Understanding Department and the
Data Processing Department for Apr.1991
~ Mar. 1992
Research Activities of the Nat1JralLangu l

Understanding Department and the fcr
February1993̃March1993

1 -65

I-66
I -67
I-68
I -69

I-70

I -71

I -72

I -74

I -75

I -76
I -86

I-86

I -115

I-118
I -46
1-47
I-48
I-49
I -50

1-51

I-52

I -53

I -54

1-55

I -56
I-57

I-58

I -61

I -62
I-63

I -64

I-166

I -184

I -186
I -210

I -230

I-231

I-261

I-281

I-374
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ATR視聴覚機構研究所 5,619-02 京都府相楽君l]精華町光台 TEl107749-5-1111

No タ イ ト ル

音声認識のための重み付きケプストラム距離
尺度(本)
文字認識機能を持つ文字フォントェデ ィ タ ー

時空間的なマスキングパ夕ー ンから見た聴覚
系内における音声スぺクトル表現( 本 )
スぺクトログラムリ ーディング
音声知覚におけるスぺクトルターゲット予測
モデルの評価( 本 )
リスプマシン用イメ ー ジスキャナ接続プログ
ラ ム  K A O R U
U n  i xのセキュリティに関する考察
高速視覚刺激提示装置A T R夕キスト
スコープ
漢字デー タベー スCH I C
A T Rタキストスコー ;f制御11フトゥェア
-ATRTSPとクラフィックコンパイラ -

Properties of visualmemory for b1ock
patterns ( 率 )
逆 転 ラ ン ダ ム 。 ドット・シネマトグラムの移
動限界( 本)

網膜モデルTAM I Tの計算機シミュレー

ション
S T A X  S R  A Proの周波数特t生

人工耳及びダミ ーヘ ッドによる測定 一

コネクショニストモデルと認知心理学
テ ク ス チ ャ ー識9 l」の心理学的研究の展望( 本 )
誘発電位による両眼視機構の研究
音の鋭さと振幅包1絡
時空間フィル夕を用いた運動視知覚モデルの
検討
0n the Approximate Realization of Contin
uous Mappings by NeuralNetworks
アイコンに関する研究および標準化の動向
研究用日本語音声デー タベー ス利用解説書
色度ランダムドットパ夕一ンにおける運動弁
別と領域分離( 本 )
誘発電位記録解析システム
VM S版S A Sの使い方
リスプマシン上の音声処理ユーテ ィ リ テ ィ
一SPIRE, synthesizer,PEF入門一

認知地図形成過程のモデル化に関する一考察
cn the Capabilities of NeuralNetworks
聴覚実験用へ ッドフォンアンプシステム
アイコンの認知容易性に関する諸要因の検討
ゲシュ夕ルト心理学の流れを汲む最近の
視知覚研究
ATR NeuralNetwork Research on Speech
Processing( :l,)
パ夕一ンの良さ判断に対するシンメトロピー

尺度の有効性
マルチD S Pで構成する多チャンネル蝸手
フィルタバンクの試作
乳児の泣き声における音響特徴の分析と
カテゴリ一判断の単位

No

A-45

A-46

A-47

A-48

A-49

A-50
A-51

A-52

A-53

A-54

A-55

タ イ ト ル

A-01

A-02
A-03

A-05
A-06

A-07

A-08
A-09

A-00
A-11

A-12

A-14

A-15

A-16

A-17
A-20
A-21
A-22
A-23

A-24

A-25
A-26
A-27

A-28
A-29
A-30

A-31
A-33
A-34
A-35
A-36

A-37

A-38

A-42

A-43

A11iant, Convex, Ncubeのアーキテクチャとパ
フォ ーマンス
A CompuationalCcchlear Nonlinear Prepro
cessing Modelwith Adaptive Q Circuits( 本

視覚。認知機構研究における並列処理計算機
N C U B Eの利用にっいて
視覚。認知機構研究における並列処理計算機
NCUBEの利用にっいて Cfロクラム仕様付)
日本人と11lリカ人における英語/r, l,w/音1111口覚
の手f卦かり
音の高さの知覚一「音響心理と聴知覚」 よ り 一

Sharpness and amplitude enve1opes of
broadband noise
Effects of Preceding Scale on Me1odic
Pitch Interva1
Modeling of contextualeffect based cn
spectralpeak interaction
PerceptualUnits of the Infaut Cry

Motion and depth perception with
dichoptic-sequentialpresentation of
random-dot patterns

Trajectoty Formation of Arm Movement by
Cascade NeuralNetwork ModelBased on
Minimum Torque-change Criterion(本)
Objective Functions for Improve Pattern
Classification with Back-propagation
Networks(B P ネ ッ ト ヮー クにおける誤差測
度の改良)( 率 )

A Hybrid Speech Recognition System Using
H田 an LVQ- trained Codebook
A T R視聴、能構研究所画像入出力システム
の概要
D F Tと聴覚スぺクトログラムを用いたHM
M音声認識( 本 )
Identification of Kanji and Kana
characters within Japanese words
日本語の視覚的処理単位
一単語認識過程における諸現象一

音とは何か -NaturalCoverpntation,

” W, Richard Ed第4章より 一

神経回路Eデル による画像の情報処理にっいて
文書画像検索システムCHASERS
ニュ ーラルネッ トヮ ー クを用いたf 書き文字
認識
CGを用いた心理実験に基づく空間認知モデル
C Gを用いた心理実験に基づく方向評定モデル
D F Tと聴覚スぺクトログラムを用いたHM
M音声認識(PART2)( 本 )
可変残響室の残響時間測定
スケルトンを用いた階層的形状言l11述およびニ
ュー ラルネッ トによる階層的形状識別
ノイマンを越えて 一視聴覚認、知機構研究に
おける並列計算構成理いて一

A-56

A-60

A-61

A-62

A-63

A-64

A-66

A-67

A-69
A-70
A-71

A-72
A-73
A-75

A-76
A-77

A-78
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No タ イ ト ル Na 夕 イ ト ル

A-79

A-80
A-81
A-82
A-83
A-84

A-86

日本人発話の英語及び外国人発話の日本語の
プロソディに関する研究
音声。発話障害の定量評価に関する研究
U N  I X版S A Sの使い方
聴覚実験用へ ッドホンの歪率の測定
3次元失ロ覚における手がかり間の相互作用
Psychoacoustic evidence for the
contextualeffect model
Optimization and Learning in Ne l1ralNet-
works for Formation and Contro1of Co-
ordinated Movement ( 客 )
A New H1l要l4/LVQ Hybrid Algorithm for
Speech Recognition
The proofreading of Japanese sentences:
visua1, and semantic processing
Effects of the Preceding Scale on
Me1odic Interva1 Judgment in Terms of
Equality and Size
Mc (iurk Effect 1」nder Conditions with or
without Noise
Extraction of the Nonlinear (11obalCoor-
dinate System of a Manifold by a Five
Layered Hoar-Glass Network(考1)
音声録音系の諸特i生
A g1ottalwaveform modelfor high quai -
ity speech synthesis ( 1l )
UN I X上の音声研究用ツール(本)

Aco11stic and Physio1ogicalCharacteris-
tics of TraditionalSinging in Japan(率)

The effect of experiment variables on
the perception ofAfnerican English/r,1/
for Japaneselisteners
視1議忍知用語集
陰影による形状知覚と単目逆f新見モデル
多重解像度による点パター ンの構造化モデル
ComputationalTheory and NeuralNetwork
Models of Interaction Between Vis11alCor
ticaI Areas (率 )
運動視と両富長立体視の相互関係̃運動視、 立
体視の成立と両眼入力画像の時間関係̃(率 )
神経回路モデルを用いた重なったパ夕一ンの
分離
Static Analysis of Posture and Movement ,

Using a17-muscle Mode1of the Mo基key' s
Arm( 本 )
帯域制限ランダムドットに誘導される正方向
の運動残効
MathematicalConnections between the
probability,Fuzzy set,Possibility and
De[npster-Shafer theories( 1l)
Simplifying Discontin送 ity Detection with
an Eye on Recognition Ed 〔1amble ( 1l )
Neu ra1 -Network Controlfor a C1osed-Loop
System using Feedback-Error-Learning( 率 )
Recurrent LVQ for Phonene Recognition( 1l )

A-116
A-117

A-118

A-119

視聴覚特殊実験室の音響特性
Investigation of headphones suitable for
psychophysicalexperiments ( 本 )
Auditory Spectrograms in Hm Phoneme
Recogni tion
Effect of l11crd Familiarity on Non-native
Phoneme Perception:Identification of
English/r/,/1/, and/w/by Native Speakers
of Japanese.
Acousticalanalysis of whispered vowels
in different notes (音程を変えて発話した
囁き声の音響分析)(率)

0n the Role of F0 in VowelIdentificatio 1

A ComputationalMode1of Four Regions of
the Cerebe11um Based on Feedback-Error-

Learning(本)
識男l岸習論による音声認識

文字構造抽出の研究一f 書き文字品質の人間
の主観評価に準じた品質決定要因による客観
的定量評価一
Equilibri 1」m Point Contro1of a Monkey
Arm Simulator by a Fast Learning Artifi -
calNeuralNetwork( 求 )

Feedforward NeuralNetwork Modeling of
Target-Accuracy Trade-off(率)
Enhanced Discontinvity Detection from
Post1」1ated Discontinvities Ed Gamble ( 率 )

GPD Traini f1g of Dynamic Programing-
Based Speech Recognizers( 1l )

Auditory Front-end in DTWWord Recognit-
ion Under Noisy, Reverberant and Multi -
Speaker Co11ditions(本)
Stability Constraints for the Equilibri -
um-Point Hypothesis( 本 )
Applicability of Oriented Filters to Ed -
ge Detection of Motion Analysis( 率 )
Recognition of Manipulated Objects by
Motor Learning with Modular Architecture
Networks (率)

U N I X上の音声研究用ツー ル
Speech Tools ManualPages
Relative Pitch Judgements for Formant
Structured Broadband Noise
The Effects of Tempo and Pitch on the
Judgement of Infant Cries
Spatioemporalproperties of motion per -
ception for random-check contrast modula
tions ( 1l )

Second-0rder System;Its Role and
Mechanism
Accurate Reconstr 選ction of 3D Scenes fron
Mu ltiple Imprecise and Uncertain Data
VirtualTrajectory and Stiffness E11ipse
DEring Multi -Joint Arm Movement Predict-
ed by NeuralInverse Mode1( ,1l )

A-120

A-88

A-91

A-92

A-121
A-122

A-123
A-124

A-93

A-94 A-125

A-95
A-96

A-98
A-99

A-100

A-128

A-129

A-130

A-131

A-101
A-102
A-103
A-105

A-133

A-134

A-135

A-106

A-108

A-109

A-136
A-137
A-138

A-139

A-140A-m

A-112
A-141

A-142

A-144

A-113

A-114

A-115
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A-145 A Para11e1-HierarchicalNeuralNetwork
Modelfor Motor Contrc1of A Muscu1o-
SkeletalSystem
Rhythm Type and Articulatory I)ynamics in
English, French, and Japanese ( 本 )
画像の不連続を利用した陰影からの形状推定
Error Tolerant Method for Invariance
Based Feature Correspondence( 本 )
Unsupervised Learning of Receptive Field
Families on Regular Frids ( 本 )
Point Configuration Invariants mder
Sim111aneo1」s Projective and Permutation
Transformat i ons
Direct Esti[nation of M選1tiple Disparities
for Transparent MuItiple Surfaces in
Binocular Stereo
ウェ ーフレット表現を用いた演算子形式による多重
方向検出̃重ね合わせの原理に基づく多重方
向同時検出演算子~
Discriminative Feature Extraction
Reccgnition by Combinations of Paraper-
spective Images
特徴点対応に基づいた運動立体視における
トランスぺアレンシー

A-162 Dynamic Cepstrum Parameter Incorporating
Time-Frequency Masking and Its Appli -
cation to Speech Recognition
温度差つき遺伝的アルコリスムの収東
F0調節の生理機構に関する磁気共鳴画像(MRI
の分析
自由手書き文字認識の研究
ア二一リン11 スケ:/ュ ールの定数倍加速

喉頭筋の非侵襲計測と韻律制御の生理機構

患言における音声と口唇形状の視聴、覚に関
する研究(その1.母言口形連続体における
視知覚)
A Softwarelibraly of C十十 class objects
for bio1ogicalstructure [nodeling.
外舌筋収縮力空間における調音軌道の作成

Production and Perception of the
ConscnantalVoicingDistincticn in
Speech without VOT:An Acoustic Study
Using Electric Larynx Speech
口唇の調音動作を実現する生理学的モデル

A-147

A-148
A-149

A-150

A-153

A-154

A-164
A-166

A-167
A-165

A-168

A-169

A-170

A-171A-155

A-172
A-156
A-157

A-160 A-173
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編 集 後 記

10月には国際高等研究所も開所され、 益々学研都市らしく な っ て き ま  した。

更 に  J R 祝 園 駅 か ら 光 台 間 の バ ス が 日 に35往複 し、 近鉄奈良線では宮、iil?tが 新r設 さ れ、 ま た 、  京奈和自

動車道も山田川まで延伸し、 益々便利になってきました。

本号では、 〇 B お よ び 外 国 人 研 究 者 よ り 投 稿 し て ぃ た だ き 、  復11111後のご活1離の様 :二f-、 また外国人研究者か

ら見た日本感等をili り 込 ん で ぃ ま す 。

今 後 と も 紙 面 の 充 実 を 図 つ て ぃ き ま す の で 、  管 様 の ご 意 見 ご 要 望 を ぉ 寄 せ く だ さ ぃ 。

株式会社

国際電気通信基礎技術研究所

〒619-02

京都府相楽郡精華町光台2丁目2番地

企画都

( 0 7 7 4 9 ) 5 1 1 1 1 ( 大 代 表 )

600円(税込・送料別)



お願い

A T R ジ ャ ー ナルの送付先変更の方、 送付不要の方、 ご意見、 ご要望等をぉ寄せ下さる方は上記の欄に

ご 記 入 の う え 、  F A Xにて返送して下さい。

(該当の口印にレ印を変更内容をご記入下さぃ。)

F A X送信先

宛て先 株式会社 国際電気通信基礎技術研究所 企画部

A T R ジ ャ ー ナル担当 大坪 宛

a07749-5-1177 F A X  07749-5-1179

送付先変更用紙

l 日 送 付 先 氏 名

新

送

付

先

黄 社 名 口

所 属 口

役 職 口

氏 名 口

住 所
口 〒

T e 1 口

ご 意 見




